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まえがき
　R404A対応スクロールクーリングシステム 標準タイプ ユニットクーラーをモデルチェンジしました。本書

は、モデルチェンジ機の内容のみ記載していますので、既発行の資料と併せてご活用頂き、本製品がお客様に

ご満足いただけますよう万全のご配慮をお願いいたします。
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 安全のために必ずお守りください

安全のために必ずお守りください

●ご使用の前にこの「安全のために必ずお守りください」をよくお読みください。

●ここに示した注意事項は「 警告」「 注意」に区分していますが、誤った据え付けをした時に、死亡や重傷

などの重大な結果に結び付く可能性が大きいものを特に「 警告」の欄にまとめて掲載しています。しかし、 

「 注意」の欄に掲載した事項も、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に

関する重要な内容を掲載していますので、必ずお守りください。

警

告

据付工事は据付点検要領書に従って確実に行ってください。
据付点検要領書の記載と異なる据付工事をして据え付けに不備があると、水漏れ・感電・火災・ユニットクーラー落下
によるケガの原因になります。

本機の据え付け・修理・移設・撤去などの作業を実施する場合、作業前と作業後に冷媒漏れチェックを実施して冷媒漏
れまたは冷媒残留のないことを確認してください。作業中も冷媒ガス漏れ検知器を携行し、周囲に冷媒漏れがないこと
を確認しながら作業してください。本機に使用されている冷媒は、通常漏れることはありませんが、万一、冷媒が漏れ
て火気に触れると着火・火災や有毒ガス発生の原因になります。また、冷媒は空気より比重が大きいため、床面をおお
い酸欠の原因になります。

本機の据え付け・修理・移設・撤去などの作業を実施する場所では、ファンヒーター・ストーブ・コンロ・電気ヒーター
などの火元となるものは十分に遠ざけてください。また、作業を実施する場所で喫煙はしないでください。冷媒が火気
に触れると、着火・火災や有毒ガス発生の原因になります。

ユニットクーラーの上に乗ったり、物を載せたりしないでください。落下によるケガの原因になります。

小部屋へ据え付ける場合は、万一、冷媒が漏れても限界濃度を超えないように対策してください。 
限界濃度を超えない対策については、お買い上げの店と相談してください。万一、冷媒が室内に漏れた場合、その濃度
が許容値を超えるような小部屋では窒息などの危険があり、許容値を超えない対策が必要です。 
詳細は技術資料、JRA GL-13(http://www.jraia.or.jp) をご覧ください。

据え付けはユニットクーラーの質量に十分耐える場所に確実に行ってください。 
強度不足や取り付けが不完全な場合は、ユニットクーラーの落下によるケガの原因になります。

可燃性ガスの発生や流入などの恐れがある場所には据え付けないでください。発火や火災の原因になります。

冷媒を取り扱う場合には、必ず革手袋を着用してください。万一、冷媒が直接手などに掛かると凍傷を負う原因になり
ます。

本機は冷媒R404Aが使用可能です。封入冷媒の種類は、冷凍機に貼り付けの仕様銘板に記載されています。据え付け・修理・
移設の際は、冷凍機に貼り付けの仕様銘板に記載されている冷媒以外の物質は混入させないでください。また、冷媒を
混合させないでください。当社指定以外の冷媒・空気・酸素・プロパンやアルコールなどの可燃性物質が混入しますと、
爆発・火災・ケガの原因になります。

冷媒漏れに注意してください。冷媒は通常漏れることはありませんが、万一、冷媒が漏れて火気に触れると着火・火災
や有毒ガス発生の原因になります。また、冷媒は空気より比重が大きいため、床面をおおい酸欠の原因になります。

工場出荷時は気密確認用窒素ガスが封入されています。必ず冷媒出口配管 (ガス配管 )側のピンチ管を切断し、封入さ
れた窒素ガスを完全に排出してください。窒素ガスが残った状態で作業すると、配管が吹き飛びケガの原因になります。

ろう付け作業などで火炎バーナーを使用する場合は、作業前に周囲の可燃物を排除してください。また、配線や断熱材な
どの部品をあぶらないようにしてください。爆発・火災・ケガの原因になります。万一、火災となった場合に備え、作
業場所に消火器を準備してください。

気密試験では、必ず窒素ガスを使用してください。 
誤って酸素ガス・アセチレンガス・フルオロカーボンなどのガスを使用すると、爆発および中毒の原因になります。

据え付けの際は、圧縮機を運転する前に、確実に冷媒配管を取り付けてください。修理・移設・廃棄の際は、圧縮機を
停止してから冷媒配管を取り外してください。冷媒配管が取り付けられておらず、阻止弁が開放状態で圧縮機を運転す
ると空気などを吸引し、冷凍サイクル内が異常高圧となり爆発・火災・ケガなどの原因になります。

既設冷媒配管内の洗浄について
(1)洗浄には不燃性・非毒性の洗浄液を使用してください。可燃性の洗浄液を使用しますと、爆発や火災の原因となります。
(2) 密閉した場所での作業は、酸欠の恐れがありますので、十分な換気をしながら実施ください。また、洗浄液は、火気

に触れるなど高温状態となりますと、有毒ガスが発生する原因になります。
(3) 洗浄液は、洗浄後に必ず回収してください。フロン類をみだりに大気中に放出することは法律により禁じられていま

す。

ドレンホース、現地施工の塩ビパイプに保温材 (断熱材 )を巻きつけないでください。 
ドレンホース損傷による漏水、ドレンヒーター異常発熱による発煙・火災の原因になります。

据え付けについて

【記号の意味】
警告	：	作業を誤ると、使用者が死亡や重傷を負う可能性が想定できる場合を示します。

注意	：	作業を誤ると、使用者が傷害を負う可能性または物的損害の発生が想定できる場合を示します。

	：	強制事項を示します。特定しない一般的な使用者の行為を指示する表示です。

	：	禁止事項を示します。

留意事項：	警告・注意以外の注記事項を示します。
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安全のために必ずお守りください

注
意

人力による製品の運搬は、一人で行わないでください。重量物を一人で扱われるとケガの原因になることがあります。

製品によっては PP バンドによる梱包を行っていますが、危険ですので運搬の手段に使用しないでください。運搬中に PP
バンドが破断し、製品が足元に落下すると、ケガの原因になることがあります。また、部品損傷による故障の原因になる
ことがあります。

木枠の開梱および廃棄時は釘の飛び出しに注意してください。また、放置しないでください。ケガの原因になることがあ
ります。

冷却器フィンに直接手を触れないでください。ケガの原因になることがあります。

ユニットクーラー本体の据え付けは逆勾配 (反ドレンボス側への下り勾配 )をつけないでください。 
水漏れの原因になることがあります。

ろう付け作業などで火炎バーナーを使用する場合は、周囲の部品に熱が伝わらないように水で濡らした布などで保護して
ください。部品の損傷による故障の原因になることがあります。

本機に使用している冷凍機油は、水分・酸化被膜・油脂などの不純物の影響を受けやすいものです。据付工事のときに水
分・ゴミ・従来の冷媒や冷凍機油などが冷凍サイクル内に混入しないよう注意してください。 
不純物が混入すると膨張弁などの部品にかみ込み、運転できない原因になることがあります。

防食仕様品の中には配管に塗装処理を施しているものがあります。ろう付け作業などで配管を火炎バーナーであぶる場合
は、塗装部分を水で濡らした布などで保護してから実施してください。また、塗装が剥がれてしまった場合は、適切な防
食処置を施してください。腐食による冷媒漏れ・感電・著しい性能の低下・故障・火災の原因になることがあります。

フレアナットを締めすぎないでください。フレアナットを締め付けすぎると、経年でフレアナットが割れ、冷媒漏れが発

生することがあります。指定の締付トルクで締付けを行ってください。

ドレンホースは確実に排水するように配管してください。 
不確実な場合は屋内に浸水し、貯蔵物などを濡らす原因になることがあります。

電気工事について

警

告

電気工事をするには資格が必要ですので、資格のあるお店に依頼してください。
ご自分で電気工事をされ不備があると、感電や火災の原因になります。

電気配線作業や点検などでサービスカバーを開けるときには電源を完全に切ってから行ってください。感電の原因になり
ます。

電気工事をする際には必ず保護具を身に付けてください。感電の原因になります。

電気工事は「電気設備に関する技術基準」「内線規程 (JEAC 8001)( 最新のもの )」および据付点検要領書に従って施工し、
必ず専用回路を使用してください。この据付点検要領書の記載と異なる据付工事をし、電源回路容量不足や施工不備が
あると、感電や火災の原因になります。

各ユニット間の配線は所定のケーブルを使用してください。ケーブルの誤選定は感電や火災の原因になります。

端子台への配線接続後は、必ずコードクランプで結束してください。また、配線は配線通し口内に確実に収納してくだ
さい。実行しないと配線噛みにより発火事故の原因になります。

配線の端子は規定トルクにて確実に締め付けてください。
端子の締め付けが不完全な場合は、端子接続部の発熱・感電・火災の原因になります。

端子接続部にケーブルの外力が伝わらないようにケーブルを確実に固定してください。
固定が不完全な場合は、発熱や火災の原因になります。

漏電遮断器を必ず設置してください。法規(電気設備に関する技術基準を定める省令)により設置が定められています。
設置しないと地絡により火災や感電の原因になります。

電源は三相 200V です。異電圧で使用しないでください。火災の原因になります。

現地配線施工時は、ネズミなどの小動物に現地配線がかじられることのないよう配慮し施工してください。配線をかじ
られると火災の原因になります。

電気工事業者による D 種設置工事をしてください。また、アース線は、ガス管・水道管・避雷針・電話のアース線に接
続しないでください。アースが不完全な場合は、感電や火災の原因になります。

警

告

ドレンヒーターは折り重ねないようにドレンホースの内側に挿入してください。また、庫外側に出ないようにしてくださ
い。異常発熱により、発煙・火災の原因になります。

ユニットクーラードレン配管は、腐食性ガスなどが発生する排水溝に直接いれないでください。 
庫内に有毒ガスが流入し、中毒などの原因になります。

ドレンヒーターを現地で選定する場合はユニットクーラーオプション品からお選びください。選定・使用を誤りますと
発煙・火災の原因になります。

油・蒸気・有機溶剤・腐食性ガス (アンモニア・硫黄化合物・酸など )の多いところや、酸性やアルカリ性の溶液などを
頻繁に使うところで使用しないでください。腐食による冷媒漏れ・感電・著しい性能の低下・故障・火災の原因になります。

温度サーモなどの保護装置を改造 (短絡など )して運転をしないでください。 
改造して運転を行った場合、発煙・火災・破裂の原因になります。



1.製品の概要

-5-

安全のために必ずお守りください

注
意

配線は電気ヒーターの発熱部や板金端面、配管に接触しないようにしてください。 
断線・機器損傷の原因になることがあります。

注
意

定期的に保守・点検を実施してください。ユニットクーラーの内部にゴミ・ほこりがたまった場合、ドレン排水経路がつ
まり、水漏れの原因になることがあります。

漏電遮断器は定期的に動作を確認してください。漏電遮断器を故障のまま使用すると漏電のとき作動せず、感電および火
災の原因になることがあります。

保守・点検をする場合、適切な工具を使用してください。工具が適切でないと、機器損傷の原因になることがあります。また、
据え付け・修理は、お買い上げの店または専門業者に依頼してください。

冷却器フィンに直接手を触れないでください。ケガの原因になることがあります。

保守・点検の際に、ベンジン・シンナー・洗剤 (界面活性剤入り )などは使用しないでください。 
腐食による機器損傷の原因になることがあります。

保守・点検について

警

告

保守・点検の際は、必ず保護具を着用してください。 
感電・やけど・凍傷・ケガの原因になります。

保守・点検の際は、必ずユニットクーラーの元電源を切ってから作業してください。 
感電およびケガの原因になります。また、元電源を切ってもしばらくは電気ヒーターやドレンパンが高温の場合がありま
す。時間をおいてから作業をしてください。

保守・点検の際は、周囲の安全を確認し、ユニットクーラーに人を近づけないようにしてください。 
部品や工具などが落下するとケガの原因になります。

保守・点検の際に、内部に水やスプレー式の洗剤をかけないでください。 
電気品に水やスプレー式の洗剤がかかると感電および火災の原因になります。

保守・点検の際は、足場はしっかりしたものを使用してください。転倒およびケガの原因になります。また、高所作業
時は転倒・落下とならないように命綱などの保護具を身に付けて十分にご留意ください。

保守・点検の際は、電気部およびコネクターを必ず養生し、水をかけないでください。 
電気ショートによる感電および火災の原因になります。

● この製品は国内向一般冷凍・冷蔵用です。血液・ワクチン･医療品など、厳重な温度管理を必要とする用途に使用される場合は、

お買い上げの店または専門業者にお問い合わせください。

● 次のような場所へユニットクーラーを設置する場合は最寄の三菱重工冷熱㈱にご相談のうえ、キャビネット・冷却器・送風機の

耐食性を考慮して特注品をご指定ください。

〇ガスや油の飛沫が周囲に滞まる恐れがある場所

￭油(機械油)の飛沫、蒸気の多い場所

￭温泉地など硫化ガスの多い場所

〇塩分の多い場所、酸性またはアルカリ性雰囲気の場所、腐食性ガスが発生する恐れがある場所

￭漬け物など塩分の多い貯蔵庫

￭玉ねぎ加工品など硫化ガスを発生する貯蔵庫

￭リンゴなどの果実類の酸性ガスを発生する貯蔵庫

￭生ゴミ冷蔵庫などの酸性、またはアルカリ性の腐食性ガスが発生する場所

￭魚肉加工場などの硫化ガスが発生する場所

￭野菜・果実・精肉・鮮魚・生花などの高湿度の貯蔵庫や食品加工場

￭トラックやフォークリフトなどの出入りが激しい貯蔵庫などの酸性(硫化ガス)ガスが発生する場所

(トラックなどの排気ガスの影響を受けやすい場所)

￭食品加工工場などでの次亜塩素酸ソーダを使用する場所

￭コンクリート打設工事を行った場所(コンクリート乾燥中にアルカリ性の腐食性ガスが発生している場所）

● プラスチック製品成形機などで使用される離型用シリコンガスなどが浮遊する場所への設置はしないでください。シリコンガスな

どが熱交換器フィン表面に付着すると、フィン表面が撥水状態になりドレン水がドレンパン外に飛散し水漏れの原因になったり、飛散

した水分が電気箱内に浸入し電気品が破損する原因となります。

● 電磁波を発生する医療機器などを使用するときは、ユニットクーラー・コントローラー・リモコンの誤動作に注意してください。電磁

波の発信面がユニットクーラーの電気箱・リモコンコード・リモコンに直接向かない位置に据え付けてください。

〇電磁波の空中伝播の影響を避けるため、電磁波を発信する機器やラジオなどはユニットクーラー・コントローラー・リモコンより少

　なくとも3 m以上離してください。

● 動植物に直接風があたる場所には設置しないでください。動植物に悪影響を及ぼす原因となることがあります。

● 冷蔵庫の扉の近くなど高湿度の外気と接する恐れのある場所には設置しないでください。また、冷蔵庫の通用口には必ず扉を設け

てください。冷却器に異常着霜し、冷却および除霜不足の原因となります。
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1.1 型式の説明

1  システムタイプ

PU A 15 HE 9 - E

庫内ユニット

シリーズ番号

　ＥＥ：オフサイクル式高温用（＋15～＋3℃）

　ＨＥ：電気ヒーター式中温用（＋15～－5℃）

　ＬＥ：電気ヒーター式低温用（－5～－35℃）

除霜方式（庫内温度仕様）

冷媒の種類

　Ａ：冷媒 R404A

機種名

圧縮機の定格

　15：1.5kW

　22：2.2kW

　30：3.0kW

　37：3.7kW

　45：4.5kW

　55：6.0kW

　75：7.4kW

　90：9.0kW
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1.2 機種構成と用途

1  機種構成と用途

ユニットクーラーの機種構成と用途は以下になります。

区分 型式 電源

冷
蔵
用
（
高
温
）

冷
蔵
用
（
中
温
）

冷
凍
用
（
低
温
）

使用庫内温度範囲（℃） フィンピッチ

（㎜）+10 0 -10 -20 -30 -40 -50

三相 200V 4.0

PUA15EE9-E

PUA22EE9-E

PUA30EE9-E

PUA37EE9-E ＋ 15℃～＋ 3℃

PUA45EE9-E

PUA55EE9-E

PUA75EE9-E

PUA90EE9-E

三相 200V 4.0

PUA15HE9-E

PUA22HE9-E

PUA30HE9-E

PUA37HE9-E

PUA45HE9-E ＋ 15℃～－ 5℃

PUA55HE9-E

PUA75HE9-E

PUA90HE9-E

三相 200V
6.35

PUA15LE9-E

PUA22LE9-E

PUA30LE9-E

PUA37LE9-E

PUA45LE9-E
－ 5℃～－ 35℃

PUA55LE9-E

PUA75LE9-E

PUA90LE9-E
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1.2 機種構成と用途

（注）1.本ユニットクーラーは、スクロールクーリングシステム専用クーラーです。

2.冷風到達距離は、吹出速度が 0.5m/sになるまでの距離を示します。

3.冷却能力は、無着霜状態の場合のユニットクーラー単体能力を示します。

区

分
型式

冷却能力 (kW) 冷風到達距離

(m)

適用冷凍機の

目安 (kW/ 台 )
除霜方式 用　途

TD=10℃

9/10

オフ

サイクル

冷蔵用 (高温 )で、本体には膨張弁と電

磁弁を組み込み、クーリングシステムコ

ントローラーと組み合わせて、システム

として使用できるタイプです。

PUA15EE9-E     3.47/3.80 1.5

PUA22EE9-E     5.82/6.39 2.2

PUA30EE9-E     6.57/7.14 3.0

PUA37EE9-E     8.40/9.41 3.7

PUA45EE9-E     9.89/10.7

17/18

4.5

PUA55EE9-E     12.7/13.7 6.0

PUA75EE9-E     16.3/17.5 7.4

PUA90EE9-E     18.0/19.4 9.0

9/10

電気

ヒーター

冷蔵用 (中温 )で、本体には膨張弁と電

磁弁を組み込み、クーリングシステムコ

ントローラーと組み合わせて、システム

として使用できるタイプです。

PUA15HE9-E     3.47/3.80 1.5

PUA22HE9-E     5.82/6.39 2.2

PUA30HE9-E     6.57/7.14 3.0

PUA37HE9-E     8.40/9.41 3.7

PUA45HE9-E     9.89/10.7

17/18

4.5

PUA55HE9-E     12.7/13.7 6.0

PUA75HE9-E     16.3/17.5 7.4

PUA90HE9-E     18.0/19.4 9.0

9/10
冷凍用 (低温 )で、本体には膨張弁と電

磁弁を組み込み、クーリングシステムコ

ントローラーと組み合わせて、システム

として使用できるタイプです。

PUA15LE9-E     2.66/2.77 1.5

PUA22LE9-E     4.16/4.40 2.2

PUA30LE9-E     4.96/5.18 3.0

PUA37LE9-E     6.09/6.50 3.7

PUA45LE9-E     8.14/8.57

17/18

4.5

PUA55LE9-E     10.3/11.3 6.0

PUA75LE9-E     11.0/12.7 7.4

PUA90LE9-E     13.6/14.0 9.0

(50/60Hz)
2  能力

冷
蔵
用
（
高
温
）

冷
蔵
用
（
中
温
）

冷
凍
用
（
低
温
）
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1.3 使用範囲

1 	使用範囲

2 	冷媒 R404A の概要

ユニットクーラーは下表の基準で設計されていますので、必ず表の範囲内で使用してください。

　冷媒 R404A 対応ユニットクーラーは、オゾン破壊係数 0の冷媒として、HFC 類を組成する冷媒 R404A を採用した

製品です。以下に冷媒 R22 と冷媒 R404A の特性の相違および関連する内容概要を記載します。

　なお、冷媒 R404A 製品は冷媒 R22 用製品とは互換性がありませんので、施工に際しては適用冷媒の種類を仕様銘

板などで確認してください。

区分
項目

冷蔵用
（高温）

冷蔵用
（中温）

冷凍用
（低温）

用　　途 冷蔵・保冷用 冷蔵・保冷用 既に凍結された物の保冷用

使用冷媒 R404A

蒸発温度 － 12℃以上 － 20℃以上 － 45℃以上

庫内温度 ＋ 3℃～＋ 15℃ － 5℃～＋ 15℃ － 35℃～－ 5℃

電源電圧 定格電圧 (三相 200V) の± 10％以内

設計圧力 1.7MPa

●冷媒 R404A の特性
冷媒R22（組成：HCFC類）と冷媒R404A（HFC類）との施工上の主な相違点は、表 1の内容になります。

 混合冷媒である。

冷媒 R404A は混合冷媒になります。

 塩素を含まない冷媒である。 

HFC 冷媒の最大の特性（オゾン破壊係数を 0とすることから塩素を含まない。）であり、製品面からの弱点
としては塩素による圧縮機の摺動部の潤滑性が低下することが上げられます。 
このため摺動部の材質変更、冷凍機油を従来のアルキルベンゼン油からエーテル油への変更、樹脂材の変
更などをすることになりました。これに伴い圧縮機も代替冷媒専用の圧縮機になります。また、冷媒漏れ
試験に使用されている冷媒ガス漏れ検知器も鋭敏な感度のものが必要になります。

 従来使用してきた冷凍機油とは相溶性がありません。

これも、冷媒が HFC 類に変更になることに伴い、従来の冷凍機油（アルキルベンゼン油）とは相溶性が無く、
HFC 類と相溶性のある合成油（エーテル油）を採用することになりました。 
従来の冷凍機油（アルキルベンゼン油）を使用した場合、圧縮機より吐出された冷凍機油が冷凍サイクル
内で停留し、圧縮機に戻らず圧縮機の摺動部の潤滑性を低下させ、焼損原因になる恐れがあります。

 圧力特性が上がってくること。  

冷凍サイクル運転圧力が異なります。 
それに伴い、気密試験圧力、冷凍サイクルを構成する機器類および計測機器類・工具類についても気密試
験圧力・耐圧試験圧力または作動圧力などの設定圧力値も変更になります。また、冷媒配管の材質・肉厚
の変更も伴います。

表 1. 冷媒 R22 と冷媒 R404A の施工上の主な相違点

項番 項目 冷媒 R22 冷媒 R404A 変更になる主な項目

1 冷媒の組成 単一冷媒 混合冷媒 →冷媒封入方法

2 構成分子 塩素を含む 塩素を含まない
→冷凍油 (アルキルベンゼン油からエーテル油に変更 )

→冷媒ガス漏れ検知器変更

3
鉱油・アルキルベン
ゼン油との相溶性

相溶性あり 相溶性なし →従来の冷凍機油は使用不可

4 圧力特性 ―

凝縮圧力は
冷媒 R22 に
比べさらに
上昇

→気密試験圧力などの変更

→計測機器類・工具類の変更

→冷媒配管材質・肉厚の変更

冷媒 R404A
組成成分 冷媒 R125 冷媒 R143a 冷媒 R134a

重量比率割合 44％ 52％ 4％
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※印は冷媒R404A用と冷媒R407C用で共用できます。

○:従来品(冷媒R22用)と互換性有　●:冷媒R404A専用(冷媒R22用と互換性無し)　■:冷媒R410A専用(冷媒R22用と互換性無し)

計測器・工具

従来品(冷媒R22用)

との互換性 互換性のない(冷媒R410A専用)理由および留意点(◎印 実作業時特に厳守) 用途

冷媒R404A 冷媒R410A

冷

媒

配

管

パイプカッター ○ ○
冷媒配管切断

バリ取り

フレア工具 ○ ○■ ￭冷媒R410Aは耐圧を高く保つ必要があり、フレア開口部を大きく加工しま

す。従来品を流用のときは、"出し代調整用ゲージ"で出し代を管理して

使用1/2H材の場合、フレア加工はできません。(冷媒R410A専用フレア工

具(出し代調整ゲージ不要)は冷媒R404Aにもそのまま使用可能)

冷媒配管の

フレア加工

出し代調整用

銅管ゲージ

ー

(不要)
■

フレア加工時の

銅管突き出し寸法

の管理

パイプベンダー ○ ○
￭ 1/2H材の場合、配管曲げ加工はできません。曲がり部にはエルボを使用

してろう付け接続を行ってください。

冷媒配管の

曲げ加工

拡管工具 ○ ○
￭ 1/2H材の場合、拡管加工はできません。配管接続部にはソケットを使用

してろう付け接続を行ってください。
冷媒配管の拡管

トルクレンチ ○
■

￭冷媒R410Aでφ12.7、φ15.88はスパナ寸法が2mmアップとなり、従来品は

使用不可 フレアナットの

接続
○ ￭φ6.35、φ9.52、φ19.05は、使用可

溶接器 ○ ○ ￭ろう付けの正しい作業遵守(火炎調整・加熱方法・ろう材差し方)
冷媒配管の

ろう付け

窒素ガス ○ ○ ￭コンタミ混入防止のより厳しい管理要(ろう付け時の窒素ガスブロー)
ろう付時の

酸化防止気密試験

フレア

部塗布用油
● ■

￭ <冷媒R22用鉱油の使用は厳禁>必ず製品と同等の合成油(出光興産(株)

エーテル油FVC32D)を使用してください。合成油は吸湿性が高いため吸湿

しにくい管理をしてください。

フレア面への塗布

サービス用

真

空

乾

燥

・

冷

媒

充

て

ん

冷媒ボンベ
●

(橙色)

■

(薄桃色)

￭冷媒の識別を示す色帯表示をしています。

(チャージ口は各冷媒ボンベで用意)

◎<ガス冷媒での充てんは厳禁>非共沸混合冷媒は液冷媒で充てんを厳守

冷媒充てん

真空ポンプ ○ ○
◎従来品の流用が可能ですが、真空ポンプを停止したときに、真空ポンプ

内の油(鉱油)が、冷媒配管側に逆流しないよう"逆流防止アダプター"を

取り付ける必要があります。

真空乾燥真空ポンプ

アダプター

(逆流防止)

※● ■

各冷媒共用

マニホールド

バルブ
● ■

￭従来品(冷媒R22用)に比べ耐圧基準が高く互換性はありません。

(冷媒R404Aと冷媒R410Aでは接続ねじ規格も異なります。

…冷媒R404A:UNF7/16、冷媒R410A:UNF1/2)

◎<従来品(冷媒R22用)の使用厳禁>付着している鉱油が機器に流入しスラッ

ジが発生しサイクルのつまりや、圧縮機の事故の恐れがあります。

真空引き・真空放

置・冷媒充てん・

圧力確認
チャージホース ● ■

チャージ

シリンダー
使用厳禁 ￭冷媒充てんはかりを使用 冷媒充てん

冷媒充てん用

はかり
○ ○ 冷媒充てん用機器

冷媒ガス

漏れ検知器

※● ■
￭従来品(冷媒R22用)冷媒ガス漏れ検知器は検知方式が異なり使用不可 ガス漏れチェック

各冷媒共用

1.3 使用範囲
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2.1 製品の構造

1 	構造図

2 	主要部品

P.5

p.3 

p.5 

①送風機 冷却器⑦電磁弁⑥膨張弁

⑨過熱防止サーモ
(冷蔵用(中温)・冷凍用(低温)のみ)

⑤端子台ヒーター ④ファンガードヒーター
(冷凍用(低温)のみ)

②デフロストヒーター
(冷蔵用(中温)・冷凍用(低温)のみ)

③ドレンパンヒーター
(冷蔵用(中温)・冷凍用(低温)のみ)

⑧除霜終了サーモ
(冷蔵用(中温)・冷凍用(低温)のみ)

　主要部品を以下に説明します。主要部品の取付位置〔①～⑨〕は上図「 1 構造図」を参照してください。

(1）送風機

①送風機

庫内の空気を強制循環するための送風機です。仕様は下表のとおりです。 

プロペラファンを採用しており、機外静圧を取ることはできません。

(2）電気ヒーター

②デフロストヒーター

冷却器へついた霜を溶かすための除霜用ヒーターです。仕様は下表のとおりです。 

③ドレンパンヒーター

冷却器で溶かされた霜はドレンパンにドレン水として滴下し、ドレンパンの傾斜により排水されます。 

そのドレン水が再び凍結しないようにするための除霜用ヒーターです。 

仕様は②デフロストヒーターと同じです。

④ファンガードヒーター

ファンガードについた霜を溶かすための除霜用ヒーターです。仕様は②デフロストヒーターと同じです。 

製品筐体のファンガード取り付け部に配置しています。

⑤端子台ヒーター

端子台ターミナル部の霜付防止のためのヒーターです。仕様は下表のとおりです。

区分 三相誘導電動機

電源電圧 三相 200V 50/60Hz

保護装置 インターナルサーモ内蔵

区分 SUS 管シーズヒーター

電源電圧 単相 200V 50/60Hz

区分 シリコンラバーヒーター

電源電圧 単相 200V 50/60Hz
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2.1 製品の構造

サーモ設定温度一覧表

区分 型式
除霜終了用サーモ (℃ ) 過熱防止用サーモ (℃ )

開 閉 開 閉

冷蔵用
（高温）

PUA15EE9-E・PUA22EE9-E・PUA30EE9-E・PUA37EE9-E・

PUA45EE9-E・PUA55EE9-E・PUA75EE9-E・PUA90EE9-E

冷蔵用
（中温）

PUA15HE9-E・PUA22HE9-E・PUA30HE9-E・PUA37HE9-E・

PUA45HE9-E・PUA55HE9-E・PUA75HE9-E・PUA90HE9-E
16 ± 4 5 ± 4 50± 5 40± 5

冷凍用
（低温）

PUA15LE9-E・PUA22LE9-E・PUA30LE9-E・PUA37LE9-E・

PUA45LE9-E・PUA55LE9-E・PUA75LE9-E・PUA90LE9-E
16 ± 4 5 ± 4 50± 5 40± 5

(3）膨張弁

⑥膨張弁

冷凍サイクル部品で、製品に内蔵されています。仕様は下表のとおりです。

膨張弁は、冷凍機馬力容量のものを取り付けています。

(4）電磁弁

⑦電磁弁

冷凍サイクル部品で、製品に内蔵されています。仕様は下表のとおりです。 

ストレーナーが内蔵されています。

電磁弁は高圧側＜低圧側と逆圧がかけられると、破損する恐れがあります。使用最高圧力は 2.94MPaです。

(5）サーモ

⑧除霜終了サーモ

除霜時に、無駄な除霜運転を防ぐために設けた温度検知作動のバイメタルサーモです。冷却器の配管に取り

付けています。仕様は下表のとおりです。 

除霜運転時に電気ヒーターにより冷却器温度が十分に加熱され、冷却器 (配管 )が設定温度に達したら、霜

は十分に溶かされたと判断し除霜運転の回路と冷却運転の回路を切り替えます。サーモ設定温度は下表を参

照してください。設定温度は調節できません。

⑨過熱防止サーモ

除霜中の異常過熱を防ぐために保護装置として設けた温度検知作動のバイメタルサーモです。冷却器の側板

(管板 )に取り付けています。仕様は下表のとおりです。 

通常の冷却運転時には作動しませんが、⑧除霜終了サーモや制御装置が何らかの異常で働かなかったとき、

電気ヒーターへの通電を遮断します。サーモ設定温度は下表を参照してください。

なお、設定温度は調節できません。

区分 温度式膨張弁

使用冷媒 R404A専用

均圧方式 外部均圧

接続形態 フレア接続

区分 バイメタルサーモ

作動温度 下表参照

区分 バイメタルサーモ

作動温度 下表参照

区分 冷媒用電磁弁

使用冷媒 R404A専用

電源電圧 単相 200V 50/60Hz

弁動作 通電時 開

接続形態 フレア接続
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2.2 寸法および仕様表

■標準仕様表
使 用 庫 内 温 度
キ ャ ビ ネ ッ ト
使 用 電 源

質 量

除 霜 終 了 サ ー モ
過 熱 防 止 サ ー モ

膨 張 弁 型 式
電 磁 弁 型 式
運 転 音
冷 風 到 達 距 離
（吹出風速が 0 . 5 m / s e c ）
付 属 品 （ 個 数 ）

外形寸法

冷 却 器

送 風 機

冷却能力

電気特性

除 霜

配管寸法

幅
奥 行
高 さ

伝 熱 面 積
フ ィ ン ピ ッ チ
定 格 出 力
フ ァ ン 直 径
風 量
TD　 5℃
TD　 7℃
TD　　 　10℃
　　　消費電力
　　　運転電流
　　　消費電力
　　　運転電流
方 式
デフロストヒーター
ファンガードヒーター
ドレンパンヒーター
端子台ヒーター
ドレンヒーター

冷 却 器 入 口
冷 却 器 出 口
ド レ ン

項目（単位） 型　式

運転

除霜

℃
̶
̶
mm
mm
mm
kg
m2

mm
kW×個数
mm
m3/min
kW
kW
kW
kW
A
kW
A
̶

kW×本数
kW×本数
kW×本数
kW
kW
℃
℃
mm
mm
̶
̶
̶
dB（A）

m

̶

（50/60Hz）
PUA15EE9-E
3～15

22

0.10/0.12
0.5/0.5

オフサイクル
̶

̶

̶
̶
̶

14.4
4.0

1.41/1.53
2.23/2.44
3.47/3.80

̶

PUA15EE9-E
－5～15
アルミニウム
三相200V
840
331
459
24

0.05×1
300
26/30

0.10/0.12
0.5/0.5
1.28/1.28
5.0/5.0

0.007（常時通電）

φ12.7 I D（ろう付け接続）
φ19.05 ID（ろう付け接続）

R1

55/58

9/10

ドレンホース（1）　ドレンヒーター：1m,25W（1）　オイルトラップ（1）

電気ヒーター
0.76×1,  0.35× 合（  1 計1.11）

0.16×1

0.025（常時通電）
作動16℃/復帰5℃
作動50℃/復帰40℃

PUA15EE9-E
－35～－5

23
9.6
6.35

1.27/1.32
1.82/1.90
2.66/2 .77

1.43/1.43
5.7/5.7

0.15×1

WCX-1534BUC
SEV-303BX

WCX-2034BUC
SEV-503BX

〔PUA15EE9-E・PUA15HE9-E・PUA15LE9-E〕

65 580 195

24
37
7

24

30

122－切り欠け
（Ｍ10用）

2－12×24
（Ｍ10用）

50

425

325 50

4
59

550（熱交寸法） 210
840

45

51
4

排水管
（R1）

80 5
5

96 331

165.5

冷媒出口管
（φ19.05銅管ろう付け接続）

60

3
48

37
8

120

電気箱

冷媒入口管
（φ12.7銅管ろう付け接続）

■寸法図（単位：mm）
50/60Hz

庫　内　温　度
－20℃以下
－20～－10℃
－10～3℃
3～10℃

冷却能力補正係数
0.75

0.75～0.9
0.9～1
1

着霜により冷却能力は低下しますので、下表の
補正係数を乗じて、冷却能力を補正してください。

電磁弁
膨張弁
組み込み

（注）1.ドレンヒーターは冷蔵用 (中温 )・冷凍用 (低温 )のみ付属。ただし、現地にて長さを変更する場合がありますので電気特性値から
は除外しています。

2.対応する除霜ダンパーは 69ページを参照してください。
3.冷却能力の条件は、過熱度 4K です。 

冷蔵用（高温）：PUA15EE9-E [3.47/3.80kW]

冷蔵用（中温）：PUA15HE9-E [3.47/3.80kW]

冷凍用（低温）：PUA15LE9-E [2.66/2.77kW]

1  寸法および仕様表
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2.2 寸法および仕様表

50/60Hz

庫　内　温　度
－20℃以下
－20～－10℃
－10～3℃
3～10℃

冷却能力補正係数
0.75

0.75～0.9
0.9～1
1

着霜により冷却能力は低下しますので、
下表の補正係数を乗じて、冷却能力を
補正してください。

■標準仕様表 （50/60Hz）

WCX-3034BUC
SEV-603BX

使 用 庫 内 温 度
キ ャ ビ ネ ッ ト
使 用 電 源

質 量

除 霜 終 了 サ ー モ
過 熱 防 止 サ ー モ

膨 張 弁 型 式
電 磁 弁 型 式
運 転 音
冷 風 到 達 距 離
（吹出風速が 0 . 5 m / s e c ）
付 属 品 （ 個 数 ）

外形寸法

冷 却 器

送 風 機

冷却能力

電気特性

除 霜

配管寸法

幅
奥 行
高 さ

伝 熱 面 積
フ ィ ン ピ ッ チ
定 格 出 力
フ ァ ン 直 径
風 量
TD　 5℃
TD　 7℃
TD　　 　10℃
　　　消費電力
　　　運転電流
　　　消費電力
　　　運転電流
方 式
デフロストヒーター
ファンガードヒーター
ドレンパンヒーター
端子台ヒーター
ドレンヒーター

冷 却 器 入 口
冷 却 器 出 口
ド レ ン

項目（単位） 型　式

運転

除霜

℃
̶
̶
mm
mm
mm
kg
m2

mm
kW×個数
mm
m3/min
kW
kW
kW
kW
A
kW
A
̶

kW×本数
kW×本数
kW×本数
kW
kW
℃
℃
mm
mm
̶
̶
̶
dB（A）

m

̶

9/10

ドレンホース（1）　ドレンヒーター：1m,25W（1）　オイルトラップ（1）

PUA22EE9-E
3～15

31

0.20/0.25
1.0/1.0

オフサイクル
̶

̶

̶
̶
̶

21.0
4.0

2.35/2.58
3.74/4.10
5.82/6.39

̶

PUA22HE9-E
－5～15

1,090

34

48/56

1.73/1.73
6.7/6.7

φ19.05 ID（ろう付け接続）

57/60

電気ヒーター
1.04×1,  0.47× 合（  1 計1.51）

0.21×1

0.025（常時通電）
作動16℃/復帰5℃
作動50℃/復帰40℃

PUA22LE9-E
－35～－5

33
14.1
6.35

2.00/2.10
2.86/3.02
4.16/4.40

1.94/1.94
7.7/7.7

0.21×1

WCX-2034BUC
SEV-503BX

PUA30EE9-E
3～15

36

0.20/0.25
1.0/1.0

オフサイクル
̶

̶

̶
̶
̶

27.5
4.0

2.65/2.88
4.22/4.59
6.57/7.14

̶

PUA30HE9-E
－5～15

1,340

38

52/60

2.19/2.19
8.5/8.5

φ25.4 ID（ろう付け接続）

57/61

アルミニウム
三相200V

331
459

0.05×2
300

0.20/0.25
0.9/0.9

0.007（常時通電）

φ12.7 I D（ろう付け接続）

R1

電気ヒーター
1.30×1,  0.60× 合（  1 計1.90）

0.28×1

0.025（常時通電）
作動16℃/復帰5℃
作動50℃/復帰40℃

PUA30LE9-E
－35～－5

37
18.5
6.35

2.38/2.48
3.41/3.56
4.96/5.18

2.47/2.47
9.8/9.8

0.28×1

WCX-2034BUC
SEV-503BX

WCX-3034BUC
SEV-603BX

電磁弁
膨張弁
組み込み

■寸法図（単位：mm）

〔PUA30EE9-E・PUA30HE9-E・PUA30LE9-E〕

〔PUA22EE9-E・PUA22HE9-E・PUA22LE9-E〕

（注）1.ドレンヒーターは冷蔵用 (中温 )・冷凍用 (低温 )のみ付属。ただし、現地にて長さを変更する場合がありますので電気特性値からは除外しています。

2.対応する除霜ダンパーは 69ページを参照してください。

3.冷却能力の条件は、過熱度 4K です。 

冷蔵用（高温）：PUA22EE9-E [5.82/6.39kW]

冷蔵用（中温）：PUA22HE9-E [5.82/6.39kW]

冷凍用（低温）：PUA22LE9-E [4.16/4.40kW]

冷蔵用（高温）：PUA30EE9-E [6.57/7.14kW]

冷蔵用（中温）：PUA30HE9-E [6.57/7.14kW]

冷凍用（低温）：PUA30LE9-E [4.96/5.18kW]
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2.2 寸法および仕様表US

50/60Hz

庫　内　温　度
－20℃以下
－20～－10℃
－10～3℃
3～10℃

冷却能力補正係数
0.75

0.75～0.9
0.9～1
1

着霜により冷却能力は低下しますので、
下表の補正係数を乗じて、冷却能力
を補正してください。

使 用 庫 内 温 度
キ ャ ビ ネ ッ ト
使 用 電 源

質 量

除 霜 終 了 サ ー モ
過 熱 防 止 サ ー モ

膨 張 弁 型 式
電 磁 弁 型 式
運 転 音
冷 風 到 達 距 離
（吹出風速が 0 . 5 m / s e c）
付 属 品 （ 個 数 ）

外形寸法

冷 却 器

送 風 機

冷却能力

電気特性

除 霜

配管寸法

幅
奥 行
高 さ

伝 熱 面 積
フ ィ ン ピ ッ チ
定 格 出 力
フ ァ ン 直 径
風 量
TD　 5℃
TD　 7℃
TD　　 　10℃
　　　消費電力
　　　運転電流
　　　消費電力
　　　運転電流
方 式
デフロストヒーター
ファンガードヒーター
ドレンパンヒーター
端子台ヒーター
ドレンヒーター

冷 却 器 入 口
冷 却 器 出 口
ド レ ン

項目（単位） 型　式

運転

除霜

℃
̶
̶
mm
mm
mm
kg
m2

mm
kW×個数
mm
m3/min
kW
kW
kW
kW
A
kW
A
̶

kW×本数
kW×本数
kW×本数
kW
kW
℃
℃
mm
mm
̶
̶
̶
dB（A）

m

̶

■標準仕様表 （50/60Hz）
PUA37EE9-E
3～15

44

0.30/0.37
1.4/1.4

オフサイクル
̶

̶

̶
̶
̶

33.7
4.0

3.72/4.17
5.59/6.26
8.40/9.41

̶

PUA37HE9-E
－5～15

1,580
331
459
47

72/87

2.65/2.65
10.2/10.2

φ12.7 I D（ろう付け接続）
φ25.4 ID（ろう付け接続）

SEV-603BX

電気ヒーター
1.58×1,  0.72× 合（  1 計2.30）

0.34×1

0.025（常時通電）
作動16℃/復帰5℃
作動50℃/復帰40℃

PUA37LE9-E
－35～－5

45
22.7
6.35

3.21/3.42
4.36/4.65
6.09/6.50

3.00/3.00
11.9/11.9

0.35×1

WCX-3034BUC

PUA45EE9-E
3～15

59

0.30/0.37
1.4/1.4

オフサイクル
̶

̶

̶
̶
̶

43.5
4.0

4.41/4.73
6.60/7.10
9.89/10.7

̶

PUA45HE9-E
－5～15

1,770
386
525
62

75/9 0

3.01/3.01
9.5/9.5

φ15.88 ID（ろう付け接続）
φ31.75 ID（ろう付け接続）

アルミニウム
三相200V

0.05×3
300

0.30/0.37
1.4/1.4

0.007（常時通電）

R1

58/62

電気ヒーター
0.90×2,  0.82× 合（  1 計2.62）

0.38×1

0.025（常時通電）
作動16℃/復帰5℃
作動50℃/復帰40℃

PUA45LE9-E
－35～－5

60
29.3
6.35

3.68/3.87
5.46/5.75
8.14/8.57

3.41/3.41
11.2/11.2

0.40×1

WHX-4540BUCL
SEV-603BXSEV-1004BX

9/10

ドレンホース（1）　ドレンヒーター：1m,25W（1）　オイルトラップ（1）

WHX-4540BU WC HX-4550BUC

電磁弁
膨張弁
組み込み

■寸法図（単位：mm）

〔PUA37EE9-E・PUA37HE9-E・PUA37LE9-E〕

〔PUA45EE9-E・PUA45HE9-E・PUA45LE9-E〕

（注）1.ドレンヒーターは冷蔵用 (中温 )・冷凍用 (低温 )のみ付属。ただし、現地にて長さを変更する場合がありますので電気特性値からは除外しています。

2.対応する除霜ダンパーは 69 ページを参照してください。

3.冷却能力の条件は、過熱度 4K です。 

冷蔵用（高温）：PUA37EE9-E [8.40/9.41kW]

冷蔵用（中温）：PUA37HE9-E [8.40/9.41kW]

冷凍用（低温）：PUA37LE9-E [6.09/6.50kW]

冷蔵用（高温）：PUA45EE9-E [9.89/10.7kW]

冷蔵用（中温）：PUA45HE9-E [9.89/10.7kW]

冷凍用（低温）：PUA45LE9-E [8.14/8.57kW]
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2.2 寸法および仕様表

50/60Hz

庫　内　温　度
－20℃以下
－20～－10℃
－10～3℃
3～10℃

冷却能力補正係数
0.75

0.75～0.9
0.9～1
1

着霜により冷却能力は低下しますので、下表の補正
係数を乗じて、冷却能力を補正してください。

（50/60Hz）

SEV-1004BX
BHX-56090BUSBHX-56070BUS

使 用 庫 内 温 度
キ ャ ビ ネ ッ ト
使 用 電 源

質 量

除 霜 終 了 サ ー モ
過 熱 防 止 サ ー モ

膨 張 弁 型 式
電 磁 弁 型 式
運 転 音
冷 風 到 達 距 離
（吹出風速が 0 . 5 m / s e c）
付 属 品 （ 個 数 ）

外形寸法

冷 却 器

送 風 機

冷却能力

電気特性

除 霜

配管寸法

幅
奥 行
高 さ

伝 熱 面 積
フ ィ ン ピ ッ チ
定 格 出 力
フ ァ ン 直 径
風 量
TD　 5℃
TD　 7℃
TD　　 　10℃
　　　消費電力
　　　運転電流
　　　消費電力
　　　運転電流
方 式
デフロストヒーター
ファンガードヒーター
ドレンパンヒーター
端子台ヒーター
ドレンヒーター

冷 却 器 入 口
冷 却 器 出 口
ド レ ン

項目（単位） 型　式

運転

除霜

℃
̶
̶
mm
mm
mm
kg
m2

mm
kW×個数
mm
m3/min
kW
kW
kW
kW
A
kW
A
̶

kW×本数
kW×本数
kW×本数
kW
kW
℃
℃
mm
mm
̶
̶
̶
dB（A）

m

̶

■標準仕様表
PUA55EE9-E
3～15

67

0.55/0.73
2.0/2.4

オフサイクル
̶

̶

̶
̶
̶

43.5
4.0

7.03/7.66
9.28/10.1
12.7/13.7

̶

PUA55HE9-E
－5～15

1,770

589
70

0.20×2

120/125

0.54/0.73
2.0/2.4
3.00/3.00
9.5/9.5

62/64

電気ヒーター
0.90×3,  0.82× 合（  1 計3.52）

0.38×1

0.025（常時通電）
作動16℃/復帰5℃
作動50℃/復帰40℃

PUA55LE9-E
－35～－5

68
29.3
6.35

4.74/5.19
6.96/7.64
10.3/11.3

3.40/3.40
11.2/11.2

0.44×1

WHX-4550BUCL
SEV-603BX

PUA75EE9-E
3～15

97

0.80/1.10
3.0/3.6

オフサイクル
̶

̶

̶
̶
̶

68.6
4.0

7.74/8.34
11.1/12.0
16.3/17.5

̶

電気ヒーター
1.05×3,  1.04× 合（  1 計4.19）

0.47×1

0.025（常時通電）
作動16℃/復帰5℃
作動50℃/復帰40℃

PUA75HE9-E
－5～15

2,042

683
102

0.20×3

179/187

0.80/1.10
3.0/3.6
4.66/4.66
15.7/15.7

SEV-1004BX
67/71

アルミニウム
三相200V

386

400

0.007（常時通電）

φ15.88 ID（ろう付け接続）
φ31.75 ID（ろう付け接続）

R1

PUA75LE9-E
－35～－5

98
46.3
6.35

5.23/6.02
7.54/8.68
11.0/12.7

5.16/5.16
15.8/15.8

0.61×1

WHX-4550BUCL

17/18

ドレンホース（1）　ドレンヒーター：1m,25W（1）　オイルトラップ（1）

電磁弁
膨張弁
組み込み

■寸法図（単位：mm）

〔PUA75EE9-E・PUA75HE9-E・PUA75LE9-E〕

〔PUA55EE9-E・PUA55HE9-E・PUA55LE9-E〕

（注）1.ドレンヒーターは冷蔵用 (中温 )・冷凍用 (低温 )のみ付属。ただし、現地にて長さを変更する場合がありますので電気特性値からは除外しています。

2.対応する除霜ダンパーは 69 ページを参照してください。

3.冷却能力の条件は、過熱度 4K です。 

冷蔵用（高温）：PUA55EE9-E [12.7/13.7kW]

冷蔵用（中温）：PUA55HE9-E [12.7/13.7kW]

冷凍用（低温）：PUA55LE9-E [10.3/11.3kW]

冷蔵用（高温）：PUA75EE9-E [16.3/17.5kW]

冷蔵用（中温）：PUA75HE9-E [16.3/17.5kW]

冷凍用（低温）：PUA75LE9-E [11.0/12.7kW]
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2.2 寸法および仕様表

50/60Hz

庫　内　温　度
－20℃以下
－20～－10℃
－10～3℃
3～10℃

冷却能力補正係数
0.75

0.75～0.9
0.9～1
1

着霜により冷却能力は低下しますので、下表の補正
係数を乗じて、冷却能力を補正してください。

使 用 庫 内 温 度
キ ャ ビ ネ ッ ト
使 用 電 源

質 量

除 霜 終 了 サ ー モ
過 熱 防 止 サ ー モ

膨 張 弁 型 式
電 磁 弁 型 式
運 転 音
冷 風 到 達 距 離
（吹出風速が 0 . 5 m / s e c）
付 属 品 （ 個 数 ）

外形寸法

冷 却 器

送 風 機

冷却能力

電気特性

除 霜

配管寸法

幅
奥 行
高 さ

伝 熱 面 積
フ ィ ン ピ ッ チ
定 格 出 力
フ ァ ン 直 径
風 量
TD　 5℃
TD　 7℃
TD　　 　10℃
　　　消費電力
　　　運転電流
　　　消費電力
　　　運転電流
方 式
デフロストヒーター
ファンガードヒーター
ドレンパンヒーター
端子台ヒーター
ドレンヒーター

冷 却 器 入 口
冷 却 器 出 口
ド レ ン

項目（単位） 型　式

運転

除霜

℃
̶
̶
mm
mm
mm
kg
m2

mm
kW×個数
mm
m3/min
kW
kW
kW
kW
A
kW
A
̶

kW×本数
kW×本数
kW×本数
kW
kW
℃
℃
mm
mm
̶
̶
̶
dB（A）

m

̶

※ドレンヒーターはUS-MH、LH型のみ付属。ただし、現地にて長さを変更する場合がありますので、電気特性値からは除外しています。
※対応する除霜ダンパーは54ページを参照。　※防食仕様は47ページを参照。 ※冷却能力の条件は、過熱度4Kです。

■標準仕様表 （50/60Hz）
PUA90EE9-E
3～15

104

0.80/1.10
3.0/3.6

オフサイクル
̶

̶

̶
̶
̶

77.6
4.0

8.77/9.46
12.4/13.4
18.0/19.4

̶

PUA90HE9-E
－5～15
アルミニウム
三相200V
2,270
386
683
110

0.20×3
400

179/187

0.80/1.10
3.0/3.6
5.21/5.21
17.6/17.6

0.007（常時通電）

φ19.05 ID（ろう付け接続）
φ38.1 ID（ろう付け接続）

R1

67/71

BHX-56110BUS
SEV-1205BX

電気ヒーター
1.17×4 ）86.4計  （合

0.52×1

0.025（常時通電）
作動16℃/復帰5℃
作動50℃/復帰40℃

PUA90LE9-E
－35～－5

106
52.3
6.35

7.36/7.90
10.0/10.3
13.6/14.0

5.77/5.77
17.7/17.7

0.56×1

BHX-56090BUS
SEV-1004BX

17/18

ドレンホース（1）　ドレンヒーター：1m,25W（1）　オイルトラップ（1）

電磁弁
膨張弁
組み込み

■寸法図（単位：mm）

〔PUA90EE9-E・PUA90HE9-E・PUA90LE9-E〕

冷蔵用（高温）：PUA90EE9-E [18.0/19.4kW]

冷蔵用（中温）：PUA90HE9-E [18.0/19.4kW]

冷凍用（低温）：PUA90LE9-E [13.6/14.0kW]

（注）1.ドレンヒーターは冷蔵用 (中温 )・冷凍用 (低温 )のみ付属。ただし、現地にて長さを変更する場合がありますので電気特性値からは除外しています。

2. 対応する除霜ダンパーは 69 ページを参照してください。

3. 冷却能力の条件は、過熱度  4K  です。 
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2.3 電気配線図

1  冷蔵用（高温）

● PUA15EE9-E・PUA22EE9-E・PUA30EE9-E・PUA37EE9-E・PUA45EE9-E・PUA55EE9-E・PUA75EE9-E・PUA90EE9-E

2  冷蔵用（中温）

● PUA15HE9-E・PUA22HE9-E・PUA30HE9-E・PUA37HE9-E・PUA45HE9-E・PUA55HE9-E・PUA75HE9-E・PUA90HE9-E

配線および配線遮断器容量

型　式
送付機器用
電動機数

配線容量 遮断器容量

送付機器用
電動機
(㎜2)

操作回路
(㎜2)

アース線
(㎜2)

配線遮断器 (FFB)

送付機器用電動機

定格電流 (A)

PUA15EE9-E 1 2.0 2.0 2.0 5

PUA22EE9-E 2 2.0 2.0 2.0 5

PUA30EE9-E 2 2.0 2.0 2.0 5

PUA37EE9-E 3 2.0 2.0 2.0 5

PUA45EE9-E 3 2.0 2.0 2.0 5

PUA55EE9-E 2 2.0 2.0 2.0 5

PUA75EE9-E 3 2.0 2.0 2.0 5

PUA90EE9-E 3 2.0 2.0 2.0 5

配線および配線遮断器容量

型　式
送付機器用
電動機数

配線容量 遮断器容量

電気ヒーター
(㎜2)

送付機器用
電動機
(㎜2)

操作回路
(㎜2)

アース線
(㎜2)

漏電遮断器 (ELB) 配線遮断器 (FFB)

電気ヒーター 送付機器用電動機

定格電流 (A) 定格感度電流 (mA) 定格電流 (A)

PUA15HE9-E 1 2.0 2.0 2.0 2.0 10 30(動作時間0.1秒以内) 5

PUA22HE9-E 2 2.0 2.0 2.0 2.0 10 30(動作時間0.1秒以内) 5

PUA30HE9-E 2 3.5 2.0 2.0 2.0 15 30(動作時間0.1秒以内) 5

PUA37HE9-E 3 3.5 2.0 2.0 2.0 15 30(動作時間0.1秒以内) 5

PUA45HE9-E 3 3.5 2.0 2.0 2.0 15 30(動作時間0.1秒以内) 5

PUA55HE9-E 2 3.5 2.0 2.0 2.0 15 30(動作時間0.1秒以内) 5

PUA75HE9-E 3 3.5 2.0 2.0 2.0 20 30(動作時間0.1秒以内) 5

PUA90HE9-E 3 5.5 2.0 2.0 2.0 30 30(動作時間0.1秒以内) 5

警

告

漏電遮断器を必ず設置してください。法規 ( 電気設備に関する技術基準を定め
る省令 ) により設置が定められています。設置しないと地絡により火災や感電
の原因になります。

電気工事業者による D 種設置工事をしてください。また、アース線は、ガス管・
水道管・避雷針・電話のアース線に接続しないでください。アースが不完全な
場合は、感電や火災の原因になります。

警

告

漏電遮断器を必ず設置してください。法規
(電気設備に関する技術基準を定める省令 )
により設置が定められています。設置しな
いと地絡により火災や感電の原因になりま
す。

電気工事業者による D 種設置工事をしてく
ださい。また、アース線は、ガス管・水道管・
避雷針・電話のアース線に接続しないでく
ださい。アースが不完全な場合は、感電や
火災の原因になります。
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3  冷凍用（低温）

●  PUA15LE9-E・PUA22LE9-E・PUA30LE9-E・PUA37LE9-E・PUA45LE9-E・PUA55LE9-E・PUA75LE9-E・PUA90LE9-E

2.3 電気配線図

配線および配線遮断器容量

型　式
送付機器用
電動機数

配線容量 遮断器容量

電気ヒーター
(㎜2)

送付機器用
電動機
(㎜2)

操作回路
(㎜2)

アース線
(㎜2)

漏電遮断器 (ELB) 配線遮断器 (FFB)

電気ヒーター 送付機器用電動機

定格電流 (A) 定格感度電流 (mA) 定格電流 (A)

PUA15LE9-E 1 2.0 2.0 2.0 2.0 10 30(動作時間0.1秒以内) 5

PUA22LE9-E 2 2.0 2.0 2.0 2.0 10 30(動作時間0.1秒以内) 5

PUA30LE9-E 2 3.5 2.0 2.0 2.0 15 30(動作時間0.1秒以内) 5

PUA37LE9-E 3 3.5 2.0 2.0 2.0 15 30(動作時間0.1秒以内) 5

PUA45LE9-E 3 3.5 2.0 2.0 2.0 15 30(動作時間0.1秒以内) 5

PUA55LE9-E 2 3.5 2.0 2.0 2.0 15 30(動作時間0.1秒以内) 5

PUA75LE9-E 3 3.5 2.0 2.0 2.0 20 30(動作時間0.1秒以内) 5

PUA90LE9-E 3 5.5 2.0 2.0 2.0 30 30(動作時間0.1秒以内) 5

警

告

漏電遮断器を必ず設置してください。法規
(電気設備に関する技術基準を定める省令 )
により設置が定められています。設置しな
いと地絡により火災や感電の原因になりま
す。

電気工事業者による D 種設置工事をしてく
ださい。また、アース線は、ガス管・水道管・
避雷針・電話のアース線に接続しないでく
ださい。アースが不完全な場合は、感電や
火災の原因になります。
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ユニットクーラー・冷凍機の
組み合わせについて 3.1 ユニットクーラーの選定
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ユニットクーラーの選定

ユニットクーラー スクロール冷凍機 プレハブ冷蔵庫・冷凍庫

■庫内温度の設定
冷蔵庫内に収納する商品に合わせて最適な温度を設定してく

ださい。

■プレハブ冷凍庫・冷蔵庫の選定
選定した庫内温度と商品の収容量に応じて、プレハブ冷凍庫・

冷蔵庫を選定ください。

■スクロール冷凍機の選定
負荷計算により冷凍能力を算出したうえで、冷凍能力とＴＤ

の選定により、適合するスクロール冷凍機を選定してくだ

さい。

■ユニットクーラーの選定
●TDの設定

TD とは庫内温度（ユニットクーラー吸込空気温度）と蒸発

温度の温度差のことで、TD により冷蔵庫内の温度は変化

します。一般的にTDを小さくとると湿度は高くなります。

TDは下表を目安として貯蔵物の種類により選定してください。

●機種の選定
ユニットクーラーの冷却能力は、TDによって表示しており

ます。負荷計算により算出した冷凍能力に適合するコンデン

シングユニットに合ったユニットクーラーを選定してくださ

い。なお、入庫商品の種類、冷蔵庫の扉の開閉ひん度等を考

慮して機種を選定してください。

●着霜による冷却能力の補正
仕様表に表示の冷却能力は冷却器が無着霜状態での値であ

り、実際には、着霜により冷却能力は低下しますので庫内温

度により冷却能力を補正する必要があります。

必ず表示の冷却能力に下表の補正係数を乗じて、冷却能力を

補正してください。

●ドレンヒーターについて
現地にてドレンヒーターまたは、ヒーター内蔵のドレンホース

を選定する場合、ヒーターの運転電流・始動電流の合計が、冷凍

機操作回路の最大負荷電流を超えないことをご確認ください。

日立スクロール冷凍機の場合、下表参照ください。

庫　内　温　度
－20℃以下
－20～－10℃
－10～3℃
3～10℃

冷却能力補正係数
0.75

0.75～0.9
0.9～1
1

●R404Aスクロールクーリングシステム用標準タイプ（USタイプ）

庫　内　温　度
－20℃以下
－20～－10℃
－10～3℃
3～10℃

冷却能力補正係数
0.5

0.5～0.7
0.7
0.7～1

●R404Aのスクロールクーリングシステム用標準タイプ以外およびR410Aの全タイプ

冷凍機の定格馬力
最大負荷電流

2～12馬力
1.8A

16～40馬力
2.0A

TDの設定目安

湿度条件

一般

65～70％

高湿度　90％

高湿度　80％

低湿度

50～60％

TD
（庫内温度－蒸発温度）

10℃

5℃

5～7℃

12～15℃

貯　　蔵　　品

冷凍食品・アイスクリーム・酪農

品（チーズ）・牛乳・マーガリン・

ビール

野菜類・花

果実・卵・精肉鮮魚・塩魚

薬品・種子・茶・書籍・燻製魚

（注）湿度は目安であり、運転状況により変化します。

1  システム検討

　以下の順序で機種選定を行います。

2  庫内温度の設定

　庫内に収納する貯蔵物に合わせて最適な温度を設定してください。

3  負荷計算

　庫内温度、貯蔵物の収容量や冷蔵庫・冷凍庫の使用頻度、使用方法などからシステムの負荷計算を実施し、必要
な冷凍 (冷却 )能力を見積もってください。

4  温度差ＴＤの設定

　ＴＤとは庫内温度（ユニットクーラー吸込空気温度）と蒸発温度の温度差のことで、ＴＤを大きくとればシステ
ムの発揮する冷凍能力は大きくすることができます。しかし、一方でＴＤが大きいとフィンへの着霜が多くなり本
来の能力を発揮せず、除霜回数や除霜時間も見直さなければなりません。また、庫内の湿度も下がるため、乾燥を
きらう貯蔵物（野菜類や花、精肉鮮魚など）には注意が必要です。
　以下の表を参考にしてＴＤを設定してください。

湿度条件
ＴＤ

（庫内温度－蒸発温度）
貯　蔵　物

一般　65 ～ 70％ 10℃
冷凍食品・アイスクリーム・酪農品（チーズ）・牛乳・
マーガリン・ビール

高湿度　90％ 5℃ 野菜類・花

高湿度　80％ 5 ～ 7℃ 果実・卵・精肉鮮魚・塩魚

低湿度　50 ～ 60％ 12 ～ 15℃ 薬品・種子・茶・書籍・燻製魚

ＴＤの設定目安

（注）湿度は目安であり、運転状況により変化します。

ＴＤ＝庫内温度(ＲＴ)- 蒸発温度(ＥＴ) 

5 システムの選定

(1）冷凍機の選定
負荷計算により見積もった必要冷凍能力と設定したＴＤ（蒸発温度ＥＴ）により適合するスクロール冷凍機を
選定してください。
●吸入ガス過熱度補正、配管長補正を現地据付条件に合わせて実施してください。

(2）ユニットクーラーの選定
負荷計算により見積もった必要冷却能力と設定したＴＤにより適合するユニットクーラーを選定してください。
●着霜による冷却能力の補正
仕様表に表示の冷却能力（カタログ値）は冷却器が無着
霜の状態での値であり、実際には、着霜により冷却能力
は低下しますので、庫内温度により冷却能力を補正する
必要があります。
必ず表示の冷却能力に右表の補正係数を乗じて、冷却能
力を補正してください。

システム検討の一例

庫内に収納する貯蔵物

￭庫内温度

￭貯蔵物の収容量

￭扉の開閉頻度や人の出入り

￭除霜方法や庫内環境

￭同一庫内の設置レイアウト

負荷計算
必要冷凍(冷却)能力

温度差ＴＤの設定
ＴＤ＝
庫内温度 -蒸発温度

システムの選定

￭スクロール冷凍機の選定

￭ユニットクーラーの選定

￭コントローラーの選定

庫　内　温　度 冷却能力補正係数

－ 20℃以下 0.75

－ 20 ～－ 10℃ 0.75 ～ 0.9

－ 10 ～ 3℃ 0.9 ～ 1

3 ～ 10℃ 1

冷媒R404Aのスクロールクーリングシステム用標準タイプ(USタイプ)
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ユニットクーラー・冷凍機の
組み合わせについて

6 	組み合わせシステム一覧表

3.1 ユニットクーラーの選定

　冷凍冷蔵庫の用途に応じて冷凍機・ユニットクーラー・コントローラーの組み合わせを選びます。組み合わせ

は下表を参考にしてください。

ユニットクーラー型式

冷凍機型式

高温（3℃～15℃）

PUA15EE9-E PUA22EE9-E PUA30EE9-E PUA37EE9-E PUA45EE9-E PUA55EE9-E PUA75EE9-E PUA90EE9-E

1.5kW HCS151A ① 1

2.2kW HCS221A ② ① 1

3.0kW HCS301A ② ① 1

3.7kW HCS371A ③ ② ① 1

4.5kW HCS45A ③ ② ② ① 1

6.0kW HCS55A ④ ③ ② ② ① 1

7.4kW HCS75A ④ ③ ② ② ① 1

9.0kW HCS90A ④ ③ ② ①

ユニットクーラー型式

冷凍機型式

低温（－35℃～－5℃）

PUA15LE9-E PUA22LE9-E PUA30LE9-E PUA37LE9-E PUA45LE9-E PUA55LE9-E PUA75LE9-E PUA90LE9-E

1.5kW HCS151A ① 1

2.2kW HCS221A ② ① 1

3.0kW HCS301A ② ① 1

3.7kW HCS371A ③ ② ① 1

4.5kW HCS45A ③ ② ② ① 1

6.0kW HCS55A ③ ② ② ① 1

7.4kW HCS75A ③ ② ② ① 1

9.0kW HCS90A ③ ② ①

ユニットクーラー型式

冷凍機型式

中温（－5℃～15℃）

PUA15HE9-E PUA22HE9-E PUA30HE9-E PUA37HE9-E PUA45HE9-E PUA55HE9-E PUA75HE9-E PUA90HE9-E

1.5kW HCS151A ① 1

2.2kW HCS221A ② ① 1

3.0kW HCS301A ② ① 1

3.7kW HCS371A ③ ② ① 1

4.5kW HCS45A ③ ② ② ① 1

6.0kW HCS55A ③ ② ② ① 1

7.4kW HCS75A ③ ② ② ① 1

9.0kW HCS90A ③ ② ①

（注）記号は冷凍機とユニットクーラーの組み合わせ形態を示します。

①：シングル (1：1)、②：ツイン（1：2）、③：トリプル（1：3）、 1 ：シングル（容量アップ 1：1）

(3）組み合わせ能力を求める。

選定した冷凍機とユニットクーラーのＴＤにおける冷凍(冷却)能力線図を描き、設定したＴＤ(蒸発温度ＥＴ)
時のシステム冷凍能力が必要冷凍 (冷却 )能力以上であることを確認ください。

留
意
事
項

システムタイプではクーリングシステム ( セット型式 ) を

想定して、既に膨張弁が選定されています。組み合わせら

れる冷凍機がセット型式のものと大きく馬力が異なる場合、

膨張弁の制御範囲に入らず、再選定する必要があります。

冷
凍

(
冷
却
)
能
力
 
(
K
W
)

蒸発温度 ET (℃ )

冷凍機

ユニットクーラー

クロスポイントが

システム冷凍能力



3.

-22-

ユニットクーラー・冷凍機の
組み合わせについて

1 	ユニットクーラーの容量が過小である場合

2 	ユニットクーラーの容量が過大である場合

3.2 異容量組み合わせ時の注意点

　本ユニットクーラーには、組み合わせられる冷凍機に合わせて、冷凍機馬力容量の膨張弁を取り付けています。

基本的には推奨する組み合わせ（クーリングシステム）でご使用ください。

ユニットクーラーと冷凍機の容量が合っていない場合は、以下のような問題が生じる恐れがあります。結果とし

て、庫内が冷えない・冷凍機の異常停止・機器の故障といった事態に至る恐れがありますので、計画時に十分に検

討する必要があります。

症　状 内　容

液バック運転になりやすい。

冷却器の蒸発力が小さいため、冷媒が蒸発しきれず、液のままで冷

凍機へ戻りやすくなります。結果、圧縮機が液圧縮を繰り返し、冷

凍機の故障へと至ります。

冷却器に霜が付きやすい。

冷却器が小さく液バック運転気味となるため、膨張弁が絞り、蒸発

温度が低下します。そうすると、庫内温度との差（ＴＤ）が大きく

なり、霜付が激しくなります。

膨張弁がハンチングしやすい。

冷却器が小さく液バック運転気味となるため、膨張弁は大きく絞り

冷却器出口過熱度を確保しようと調整します。その反動で過熱度が

跳ね上がり、逆に膨張弁は閉じようとします。この結果、膨張弁が

開いたり閉じたりと不安定になります。

症　状 内　容

冷凍機油が戻り難い。

冷却器の圧力損失により、配管内の冷媒流速が遅くなります。そう

すると、配管内を循環している冷凍機油が冷凍機へ戻らなくなりま

す。

冷凍機が高圧異常になりやすい。

庫内温度が高い場合、過熱運転により冷却器出口過熱度が大きくな

るため、膨張弁が開き、冷凍機の吸入圧力が上昇します。結果、サ

イクル全体の圧力が上昇し、吐出圧力が上昇します。

膨張弁がハンチングしやすい。

庫内温度と蒸発温度の差が小さくなり、エバ出口過熱度がとり難く、

結果、過熱度が安定しないため膨張弁が開いたり閉じたりと不安定

になります。
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4.1 除霜について

■除霜について

ユニットクーラーの冷却器の蒸発温度が 0℃以下になると、冷却器フィンに霜が付着し能力が低下します。した

がって、霜取り ( 除霜 ) に対する配慮が重要です。ユニットクーラーでは、庫内温度が 3℃を超える場合はオフ

サイクル除霜方式を、また、3℃以下では電気ヒーター方式を採用しています。

　除霜タイマー（現地準備）によって除霜が開始され、冷凍機は停止し、冷却器用送風機のみ運転します。冷却器

に付着した霜は、庫内空気の循環によって溶かされ、除霜します。除霜回数は次の値を目安にし、霜付状態により

回数を設定してください。

　1日当たりの設定回数（目安）	 　6 回

　1回当たりの除霜設定時間 15 分以上

1 	オフサイクル除霜（冷蔵用(高温)）

留意事項 複数台のユニットクーラーをご使用になるときは、同時に除霜を行う回路にしてください。

　除霜タイマー（現地準備）によって除霜が開始され、除霜時は冷凍機・冷却器用送風機とも停止し、除霜用電気ヒー

ターに通電され除霜します。霜が溶け、冷却器の温度が上昇し、一定温度 (※1) に達すると除霜終了サーモが感知し、

除霜が終了します。

　除霜終了時には、電気ヒーターへの通電が停止され、冷凍機が運転を開始します。万一、除霜終了サーモが故障

した場合は、冷却器が一定温度 (※2) 以上になると、過熱防止用サーモにより電気ヒーターへの通電を停止します。

　なお、冷却器用送風機は、除霜終了サーモにより、冷却器温度が一定温度 (※3) に達するまで運転を行いません。

これは暖かい空気を庫内に循環させないためです。除霜回数は、次の値を目安にし、霜付状態により回数を設定し

てください。

　1日当りの設定回数（目安）	 6 回

　1回当りの除霜設定時間	 40 分以上

　設定時間以内に冷却器の温度が一定温度 (※1) に達すると、除霜終了サーモの働きにより無駄な霜取りを行いま

せん。

※ 1 冷蔵用(中温)・冷凍用(低温)は 16℃で除霜終了サーモが作動します。

※ 2 冷蔵用(中温)・冷凍用(低温)は 50℃で過熱防止サーモが作動します。

※ 3 冷蔵用(中温)・冷凍用(低温)は 5℃で除霜終了サーモが復帰します。

2 	電気ヒーター除霜（冷蔵用(中温)・冷凍用(低温)）

除霜サイクル
冷却運転 除霜運転

ON

ON

ON

ON

ON

冷却運転

電 磁 弁

送 風 機

冷 凍 機

タ イ ム チ ャ ー ト

タイマー作動 タイマー解除

ダ
ウ
ン

ポ
ン
プ

除霜サイクル
冷却運転 除霜運転

ON

ON

ON ON

電 気 ヒ ー タ ー

送 風 機

冷 凍 機

タ イ ム チ ャ ー ト ファン遅延 冷却運転

ON

ON電 磁 弁 ON

タイマー作動 除霜終了
サーモ

ダ
ウ
ン

ポ
ン
プ
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1  膨張弁の選定

5.1 膨張弁の調整について

　膨張弁は冷凍機などの凝縮器から出た高圧の液冷媒を蒸発しやすい状態に膨張・減圧し、冷却器 (蒸発器 )へと

送ります。冷却器出口の温度 (過熱度 )を一定範囲内に調整し、異常加熱と液戻りを防止します。

　温度式膨張弁では、弁の開閉は感温筒内部の圧力と、冷却器出口圧力 +内部バネ圧力の関係で決まり、冷却器出

口温度が上昇すると感温筒内部圧力は上昇して弁は開く方向に、冷却器出口温度が低下すると感温筒内部圧力は降

下して弁は閉じる方向に作動します。過熱度調整はバネ圧を変化（調整スピンドルを回転）させることによりでき

ます。

　日立ユニットクーラーおよびスクロールクーリングシステム用においては膨張弁を標準装備しています。各機種

の仕様は以下のとおりです。

　膨張弁の選定は組み合わせられる冷凍機の容量に合わせて行っています。組み合わせられる冷凍機はユニット

クーラーの馬力同等容量（PUA15EE9-Eであれば HCS151A など）機です。また、MOP 機能など、組み合わせられる冷凍機・

サイクルの保護も担っています。膨張弁のみを現地で交換する際は、膨張弁はそのユニットクーラーの標準仕様品と

してください。

※温度式膨張弁では、感温筒に封入するガスによりユニットクーラーの蒸発圧力 (≒冷凍機の吸入圧力 )を制限すること

ができます。本機では、プルダウン時の冷凍機過負荷運転を抑制するため、MOP 機能 (最高作動圧力 Maximum Operating

Pressure)、または過負荷防止効果が期待される封入方式（Cチャージなど）の膨張弁を使用しています。

ユニットクーラー

型式
膨張弁型式

仕　　様

構造 均圧方式 ガス封入方式※

温度式自動膨張弁 外部均圧方式

Cチャージ

PUA15EE9-E
WCX-2034BUC

PUA15HE9-E

PUA15LE9-E WCX-1534BUC

PUA22EE9-E
WCX-3034BUC

PUA22HE9-E

PUA22LE9-E WCX-2034BUC

PUA30EE9-E
WCX-3034BUC

PUA30HE9-E

PUA30LE9-E WCX-2034BUC

PUA37EE9-E
WHX-4540BUC

PUA37HE9-E

PUA37LE9-E WCX-3034BUC

PUA45EE9-E
WHX-4550BUC

PUA45HE9-E

PUA45LE9-E WHX-4540BUCL

PUA55EE9-E
BHX-56070BUS

S チャージ
(MOP 付き )PUA55HE9-E

PUA55LE9-E WHX-4550BUCL Cチャージ

PUA75EE9-E
BHX-56090BUS

S チャージ
(MOP 付き )PUA75HE9-E

PUA75LE9-E Cチャージ

PUA90EE9-E
BHX-56110BUS S チャージ

(MOP 付き )
PUA90HE9-E

PUA90LE9-E

WHX-4550BUCL

BHX-56090BUS

留意事項
膨張弁の容量が合っていないと、冷えない・着霜が激しいといった異常状態やサイクルの異常停止と

なることがあります。
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2 	感温筒の取付位置

3 	膨張弁の開度調整方法 (過熱度調整 )

5.1 膨張弁の調整について

　膨張弁の感温筒は、冷却器出口の冷媒ガス温度を正しく検知できる位置に取り付ける必要があります。以下の取

付位置としてください。

取付位置：ユニットクーラー冷媒出口配管（ガ

ス配管）の配管に対して 4時（120°）

の位置

取付方法：金属バンドで固定

(1）過熱度の測定

膨張弁は、試運転時や保守・点検時に過熱度調整を行うようにしてください。方法としては以下を参考として

ください。

　　それぞれを現場で測定することは困難であるため、以下のように置き換えます。

冷却器出口冷媒（ガス）温度　≒　冷凍機吸入ガス温度

冷却器出口冷媒（ガス）飽和蒸気温度　≒　冷凍機吸入ガス飽和蒸気温度

　　すなわち、

ユニットクーラー冷却器出口過熱度

≒　冷凍機吸入ガス温度　－　冷凍機吸入ガス飽和蒸気温度　＝　冷凍機吸入ガススーパーヒート

　　冷凍機吸入ガススーパーヒートは目安として 5K 以上としてください。

●詳細は組み合わせられる冷凍機の取扱説明書を参照してください。

（2）膨張弁の開度調整

膨張弁下部のシールキャップをはずし、調整スピンドルを操作します。

調整スピンドルを

時計方向 (膨張弁の右側 )に回す　　	……　過熱度は増加

反時計方向 (膨張弁の左側）に回す	 ……　過熱度は減少

　　調整スピンドルを操作する場合は、もとの過熱度調整スピンドル位置をマーキングするなどして、記憶するよ

　　うにしてください。

　　適正な運転状態が得られない場合は、感温筒の取付位置や配管工事、冷媒追加封入量などが適正かご確認くだ

　　さい。調整は次ページを参照してください。

留意事項 取り付けが不十分の場合、正常に動作しない恐れがあります。

冷媒入口配管
(液配管 )

冷媒出口配管
(ガス配管 )

冷媒出口配管
(ガス配管 )

感温筒金属バンド

ユニットクーラー冷却器出口過熱度

＝　冷却器出口冷媒（ガス）温度　－　冷却器出口冷媒（ガス）飽和蒸気温度
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ユニットクーラー型式 膨張弁型式 調整スピンドル 1回転当たりの過熱度変化量

PUA15EE9-E
WCX-2034BUC 約 0.045 MPa

PUA15HE9-E

PUA15LE9-E WCX-1534BUC 約 0.045 MPa

PUA22EE9-E
WCX-3034BUC 約 0.045 MPa

PUA22HE9-E

PUA22LE9-E WCX-2034BUC 約 0.045 MPa

PUA30EE9-E
WCX-3034BUC 約 0.045 MPa

PUA30HE9-E

PUA30LE9-E WCX-2034BUC 約 0.045 MPa

PUA37EE9-E
WHX-4540BUC 約 0.035 MPa

PUA37HE9-E

PUA37LE9-E WCX-3034BUC 約 0.045 MPa

PUA45EE9-E
WHX-4550BUC 約 0.035 MPa

PUA45HE9-E

PUA45LE9-E WHX-4540BUCL 約 0.035 MPa

PUA55EE9-E
BHX-56070BUS 約 0.055 MPa

PUA55HE9-E

PUA55LE9-E WHX-4550BUCL 約 0.035 MPa

PUA75EE9-E
BHX-56090BUS 約 0.055 MPa

PUA75HE9-E

PUA75LE9-E WHX-4550BUCL 約 0.035 MPa

PUA90EE9-E
BHX-56110BUS 約 0.055 MPa

PUA90HE9-E

PUA90LE9-E BHX-56090BUS 約 0.055 MPa

5.1 膨張弁の調整について

膨張弁の調整は、ゆっくりと

時間をかけて、変化量を確認

しながら行ってください。

1 回の調整で大きく回転させ

ると、冷凍機の使用範囲外で

の運転となる恐れがあるた

め、1 回の調整では調整スピ

ンドルを 1/4 回転以上は回さ

ないでください。

（注）操作しない

（注）操作しない

留
意
事
項
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4 	膨張弁の調整不十分による不具合

5.1 膨張弁の調整について

　膨張弁の開度調整が不十分のときの事象を簡単にご紹介します。ご参考としてください。

(1）過熱度が小さい

(2）過熱度が大きい

症　状 内　容

液バック運転になりやすい。

冷却器出口で過熱が十分に付いていないと、冷凍機側の吸入ガススー

パーヒートも 5K 以上確保できない状態に陥ることがあります。そう

なると、冷媒が蒸発しきれず、液のままで冷凍機へ戻っているため、

圧縮機が液圧縮を繰り返し、冷凍機の故障へと至ります。

膨張弁がハンチングしやすい。

液バック運転気味となるため、膨張弁は大きく絞り冷却器出口過熱

度を確保しようと調整します。その反動で過熱度が跳ね上がり、逆

に膨張弁は閉じようとします。この結果、膨張弁が開いたり閉じた

りと不安定になります。

症　状 内　容

庫内が冷えない。
過熱を大きく取るということは冷媒流量を制限していると同義とな

り、結果、冷却能力も制限することとなります。

冷凍機が高圧異常になりやすい。
過熱運転により冷凍機の吸込ガス温度が過大となると、サイクル全

体の温度が上昇し、吐出温度（圧力）が上昇します。
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6.1 据え付けの前に

1 	ユニットクーラー・冷凍機の組み合わせについて

(1) 冷凍機に対するユニットクーラー組み合わせ台数と組み合わせ容量は、その冷凍機の容量によって選定されま

す。20 ～ 22 ページ「3. ユニットクーラー・冷凍機の組み合わせについて」を参照し、組み合わせ台数と組み

合わせ容量がともに満足するように設定してください。

2 	搬入について

3 	付属品・現地準備品の確認

警

告

据付工事は据付点検要領書に従って確実に行ってください。
据付点検要領書の記載と異なる据付工事をして据え付けに不備があると、水漏れ・感電・火災・ユニットクーラー落
下によるケガの原因になります。

ユニットクーラーの上に乗ったり、物を載せたりしないでください。落下によるケガの原因になります。

注
意

木枠の開梱および廃棄時は釘の飛び出しに注意してください。また、放置しないでください。ケガの原因になること
があります。

(1) 作業をする際には必ず保護具を身に着けてください。

(2) できるだけ梱包のまま据付位置まで搬入してください。 

木枠梱包機はフォークリフト運搬を基本とし、1人作業による人力運搬、コロ

引き運搬はしないでください。製品および梱包が破損する恐れがあります。

(3) ユニットクーラーを平らに置いた際に上に物を載せないでください。

(4) 開梱・搬入・据え付け時にファンガードやサービスカバー・配管などを持ったり、

力を加えたりしないでください。ファンガードやサービスカバー・配管が破損・変形する恐れがあります。

p.4 
1-2搬入について
□1) できるだけ･･･ 挿絵：フォークリフト

1-3付属品・現地準備品の確認
□1) 
表内 挿絵
オイルトラップ

金属バンド ：後送
ドレンホース

ホースバンド：後送
ドレンヒーター：後送

□2) ユニットクーラー本体の中には絶対に異物を入れないでください。据え付けの前に必ず異物の混入がない
ことを確認してください。

□3) 据え付けに必要な工具・器具は下記となります。

※ 1. ドレンヒーターはヒーター除霜機のみに付属しています。
※ 2. ハンドルは WHX 型膨張弁使用機種 (冷蔵用(高温)・冷蔵用(中温)は5馬力・6馬力、冷凍用(低温)は 6 ～ 10 馬力）

のみに付属しています。

(1) 下記部品がユニットクーラー本体および梱包内部に付属されていますので、据え付けの前にご確認ください。

留意事項
ユニットクーラーには下記部品は付属していません。現地で準備してください。

●制御装置 (コントローラー・リモコン）　●分岐管（Ｔ継ぎ手）

●付属部品一覧表

(2) ユニットクーラー本体の中には絶対に異物を入れないでください。据え付けの前に必ず異物の混入がないこと

を確認してください。

(3) 据え付けに必要な主な工具・器具は下記となります。 

プラスドライバー・マイナスドライバー・モンキーレンチ・電工圧着ペンチ・パイプカッター・ろう付け器具・

製品持上用リフター・水準器など

(4) 製品に傷が付かないようにブルーフィルムを貼っています。施工完了時までには必ず剥がすようにしてくださ

い。ブルーフィルムを貼ったまま運転されると庫内へ異物飛散となる恐れがあります。

名称 個数 用途 使用方法

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
に
付
属

オイルトラップ 1 冷媒出口配管(ガス配管)接続用
36 ページ「6.5 5  配管接続」の項参
照

金属バンド 1 膨張弁感温筒固定用

ドレンホース 1 ドレン水排水用

40 ページ「6.7 1  ドレン配管工事」
の項参照

ホースバンド 2 ドレンホース取付用

ドレンヒーター ※ 1 1 ドレン水凍結防止用

ハンドル ※ 2 1 膨張弁調整用
24 ページ「5.1 膨張弁の調整につい
て」参照

1-3付属品・現地準備品の確認
□1) 
表内 挿絵
オイルトラップ

金属バンド ：後送
ドレンホース

ホースバンド：後送

ドレンヒーター：後送
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6.2 据付場所の選定

警

告

冷媒漏れに注意してください。冷媒は通常漏れることはありませんが、万一、冷媒が漏れて火気に触れると着火・火災
や有毒ガス発生の原因になります。また、冷媒は空気より比重が大きいため、床面をおおい酸欠の原因になります。

1 	据付場所

警

告

据え付けはユニットクーラーの質量に十分耐える場所に確実に行ってください。 
強度不足や取り付けが不完全な場合は、ユニットクーラーの落下によるケガの原因になります。

可燃性ガスの発生や流入などの恐れがある場所には据え付けないでください。発火や火災の原因になります。

(1) ユニットクーラーの周囲には、右図のサービスス

ペースを確保してください。また、サービススペー

スには可燃物を設置しないでください。ユニット

クーラーは床面から 1.8m 以上の高さに据え付けて

ください。(高所取付用 )

(2) 風の到達距離を十分考慮して庫内温度が均一にな

るような場所を選んでください。 

特に同一庫内に複数台設置する場合は冷気の循環

を考慮し、風が均等にいきわたるようにしてくださ

い。

(3) 吹出空気・吸込空気の流れの妨げとなるもの (蛍

光灯・間仕切り )などが近くにない場所を選んでく

ださい。

(4) 天井はユニットクーラーの質量に十分耐える強度

とし、平らで水平な場所に据え付けてください。

(5) 油煙のこもる厨房などでの使用は避けてください。

(6) 扉の近くのような高湿度の外気と接する恐れのあ

る場所には据え付けないでください。 

右図に示す設置例を参照してください。

(7) 温度を検知して作動する警報器・制御装置などに、

ユニットクーラーの吹出空気が直接当たるような

位置にユニットクーラーを設置することは避けて

ください。警報器・制御装置などの誤動作の原因に

なります。

留意事項 本機には追加して補助電気ヒーターを組み込むことはできません。

下り勾配
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6.3 据付工事

1  吊りボルトの位置

2  吊りボルトの設置

3  工事要領

4  ドレン排水口左右変更の仕方（必要な場合のみ）

5  除霜ダンパー・吸込みフード（別売オプション品）の取り付け

US-R1.5EE9-E
US-R1.5HE9-E
US-R1.5LE9-E

PUA15EE9-E
PUA15HE9-E
PUA15LE9-E

PUA22EE9-E
PUA22HE9-E
PUA22LE9-E

PUA30EE9-E
PUA30HE9-E
PUA30LE9-E

PUA37EE9-E
PUA37HE9-E
PUA37LE9-E

PUA45EE9-E
PUA45HE9-E
PUA45LE9-E

PUA55EE9-E
PUA55HE9-E
PUA55LE9-E

(1)配管 ･配線のサービス方向に注意して据付位置 ･据付方向

を決定してください。

(2)本体の据付位置決定後、天井への穴開け、吊りボルトの設

置を行ってください。

(3)吊りボルトの位置関係は、下表のとおりです。

(4)天井の処理：建物の構造により異なりますので、詳しくは

建築・内装業者とご相談ください。

● 同一の天井下地材に蛍光灯を吊ると、蛍光灯が振動す

ることがありますので、必ず天井下地材を分けて使用

してください。

型式

寸法

PUA15EE9-E
PUA15HE9-E
PUA15LE9-E

PUA22EE9-E
PUA22HE9-E
PUA22LE9-E

PUA30EE9-E
PUA30HE9-E
PUA30LE9-E

PUA37EE9-E
PUA37HE9-E
PUA37LE9-E

PUA45EE9-E
PUA45HE9-E
PUA45LE9-E

PUA55EE9-E
PUA55HE9-E
PUA55LE9-E

PUA75EE9-E
PUA75HE9-E
PUA75LE9-E

PUA90EE9-E
PUA90HE9-E
PUA90LE9-E

A 580 830 1,080 1,320 1,510 1,510 1,782 2,010

B - - - - - - 599 675

C - - - - - - 1,183 1,335

D 377 377 377 377 432 432 432 432

ボルト径 M10

ボルト本数 4 6

(単位:㎜)

(単位：mm)

(1)吊り下げ箇所は強固な構造にしてください。

(2)吊りボルトは耐震など必要に応じ、振れ止め用耐震支持部材にて補強を行ってください。吊りボルトと振れ止

め用耐震支持部材は M10のものを使用してください。(現地手配 )

(2)ユニットクーラーの吊り上げ

① ユニットクーラーの吊金具が天井の吊ボルトの位置に合うように移動させます。

② ユニットクーラーをリフト機などを用いて持ち上げ、吊りボルトに吊り込みます。

③ 平座金・ばね座金・ナットを用いて確実に固定してください。

固定したナットはネジロックを塗布するなど、適切なゆるみ止め防止処置を

してください。

●ユニットクーラーを吊るために持ち上げるときはドレンパンの中央のみで

持ち上げるとドレンパンが変形する恐れがあります。ドレンパンに均等に

力が加わるように作業台に載せて持ち上げてください。

(3)ドレン水が流れるかを確認するため、水準器などでドレンパンにドレン排水口

に向けて傾斜が付いているか確認してください。 

(ドレンパンは傾斜が付くように両端で高低差を付けています。)

(4)製品傷防止のためのブルーフィルムを剥がしてください。

(1)ユニットクーラーを固定する平座金・ばね座金・ナットは現地で準備してください。

　ドレンパンは排水溝を左右変更できるように捨穴がついています。

　詳細は次ページを参照してください。

　本体には除霜時、庫内の温度上昇を防止してより効率よく除霜を終了させる除霜ダンパー・吸込みフード (別売

オプション品 )を取り付けることができるように取付け用穴を加工しています。詳細は 69 ページ「10.2 除霜ダン

パー・吸込みフード」を参照してください。

p.7 ドレン排水口 説明用

ドレン排水口
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6.4 ドレンパン排水口左右変更

　ドレンパンは排水口の配置を左右変更できるように、捨穴を設けてありますので、左右を入替えて取り付けるこ

とができます。据付場所の排水経路に合わせて、以下要領で排水口左右変更を実施してください。

1 	ドレンパン排水口左右変更要領

手 順 使用工具 プラスドライバー

1. ドレンパンを取り付けているねじ（前面）をすべ

て外します。

背面にある蝶番により開閉します。

2. 背面にある蝶番とドレンパンを連結しているねじ

を外し、ドレンパンを取り外します。

●ドレパンヒーターが付いている機種（冷蔵用

(中温 )・冷凍用 (低温 )）は、ガイドステー

を取り外し、ドレンパンヒーターをドレンパ

ンより一時的に取り外してから作業します。

（ドレンパンヒーターの取付向きは変わりませ

ん。）

3. ドレンパンの左右を入れ替えます。

4. 手順 2を参考にして、背面にある蝶番とドレンパ

ンを連結させ、ユニットクーラー本体に取り付け

ます。

（注）ドレパンヒーター不付きの機種（冷蔵用（高温））

は手順 7に進んでください。

5. ドレンパンのカシメステーにドレンパンヒーター

を取り付けます。

ドレン排水口までドレンパンヒーターが届くよう

に取り付けてください。

6. ガイドステーを取り付けます。

7. 手順 1 を参考にして、ドレンパンを閉めて、前面

のねじを取り付けてください。

P34 

7.4 ドレンパン排水口左右勝手変更

ドレンパンは排水口の配置を左右勝手変更できるように、捨て穴を設け、左右を入替えて取

り付けることができます。据付場所の排水経路に合わせて、以下要領で排水口左右勝手変更

を実施してください。

ドレンパン左右勝手変更要領

手 順 使用工具 プラスドライバー

１．ドレンパンを取り付けているねじ（前

面）を全て外します。

背面にある蝶番により開閉します。

２．背面にある蝶番とドレンパンを連結し

ているねじを外し、ドレンパンを取り

外します。

●ドレパンヒーターが付いている機種（冷

蔵用(中温)・冷凍用(低温)）は、ガイド

ステーを取外し、ドレンパンヒーター

をドレンパンより一時的に取り外して

から作業します。

（ドレンパンヒーターの取付け向きは変わ

りません。）

３．ドレンパンの左右を入替えます。

４．手順２を参考にして、背面にある蝶番

とドレンパンを連結させ、本体に取付

けます。

留
意
事
項

試運転時に変更後の仕様で以下について確認して
ください。
￭ドレンパンヒーターが発熱するか
￭排水されるか
￭異音・異臭はないか

P35, P55 

 
カシメステー

ガイドステー
ドレンパン
ヒーター

P34 

7.4 ドレンパン排水口左右勝手変更

ドレンパンは排水口の配置を左右勝手変更できるように、捨て穴を設け、左右を入替えて取

り付けることができます。据付場所の排水経路に合わせて、以下要領で排水口左右勝手変更

を実施してください。

ドレンパン左右勝手変更要領

手 順 使用工具 プラスドライバー

１．ドレンパンを取り付けているねじ（前

面）を全て外します。

背面にある蝶番により開閉します。

２．背面にある蝶番とドレンパンを連結し

ているねじを外し、ドレンパンを取り

外します。

●ドレパンヒーターが付いている機種（冷

蔵用(中温)・冷凍用(低温)）は、ガイド

ステーを取外し、ドレンパンヒーター

をドレンパンより一時的に取り外して

から作業します。

（ドレンパンヒーターの取付け向きは変わ

りません。）

３．ドレンパンの左右を入替えます。

４．手順２を参考にして、背面にある蝶番

とドレンパンを連結させ、本体に取付

けます。

排水口

ドレンパンねじ

P35, P55 

蝶番
ねじ
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6.5 冷媒配管工事

冷媒配管工事・真空引き・冷媒封入の詳細要領は冷凍機に付属の据付点検要領書を参照してください。本機は冷
媒R404Aが使用可能です。封入冷媒の種類は、冷凍機に貼り付けられている仕様銘板に記載されています。

1  冷媒配管長さ

2  冷媒配管太さ

3  使用する配管について

(単位：mm)

型式

寸法

PUA15EE9-E
PUA15HE9-E
PUA15LE9-E

PUA22EE9-E
PUA22HE9-E
PUA22LE9-E

PUA30EE9-E
PUA30HE9-E
PUA30LE9-E

PUA37EE9-E
PUA37HE9-E
PUA37LE9-E

PUA45EE9-E
PUA45HE9-E
PUA45LE9-E

PUA55EE9-E
PUA55HE9-E
PUA55LE9-E

PUA75EE9-E
PUA75HE9-E
PUA75LE9-E

PUA90EE9-E
PUA90HE9-E
PUA90LE9-E

入口側冷
媒
配
管

(液配管) φ12.7 φ12.7 φ12.7 φ12.7 φ15.88 φ15.88 φ15.88 φ19.05

出口側
(ガス配管) φ19.05 φ19.05 φ25.4 φ25.4 φ31.75 φ31.75 φ31.75 φ38.1

(1) ユニットクーラーに接続する配管径は下表によってください。

(1) 冷凍機の組み合わせによっては許容値が異なりますので、冷凍機の取扱説明書またはカタログ・技術資料を参

照してください。

(1) 冷媒配管は現地で調達してください。

(2)配管内壁は水分やほこりなどのないきれいな銅管を使用してください。

(3) 本機に使用している冷凍機油は、水分・酸化被膜・油脂などの不純物の影響を受けやすいものです。据付工事

のときに水分・ゴミ・従来の冷媒や冷凍機油などが冷凍サイクル内に混入しないように注意してください。不

純物が膨張弁などの部品にかみ込み、運転ができなくなることがあります。

(4) 冷媒配管の切断には必ずパイプカッターを使用し、接続の前には窒素またはエアーブローし、管内のほこりを吹

きはらってください。（ノコギリや砥石などの切粉の多量に発生する道具類の使用は避けてください。）

貫通穴

壁を通す時、管端

は必ずキャップを

してください。

キャップまたは

ビニール袋を巻き

付けます。

配管を直接地面に

置かないこと

キャップまたは

ビニール袋を巻

き付けます。

ゴム

バンド

雨が

入る

降雨時は、管端に必ずキャップを
してください。

キャップまたはビニール袋

● 冷媒配管施工時
の注意事項
（事例）

①冷凍サイクル圧力（気密試験圧力・運転圧力など）が冷媒 R22に比べ約 1.2倍高くなります。

②冷媒 R404Aでの冷凍サイクルの場合、冷凍機油がエーテル油になり、従来の冷媒 R22とアルキルベンゼン油の組み合

わせの冷凍サイクルに比べ吸湿性が増し、その結果スラッジ（水和物）の生成や、冷凍機油自体も酸化しやすい傾向

になります。そのため、水分・ゴミなどの不純物の侵入を極力押さえるため、冷媒配管工事にあたっては従来にもま

して、より一層の基本管理が必要です。

◎冷媒配管の肉厚は使用冷媒・配管サイズにより異なるため、規程された肉厚となっているかを確認し、選定が必

要です。配管の材質によっても異なりますので注意してください。

◎ゴミおよび水分が混入しないよう配管の保管および養生を徹底してください。

◎ろう付け時は、酸化スケールの発生を防ぐため必ず窒素ブローを実施してください。

冷媒R404Aとしての留意点

施工上の注意

施工上の注意
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(5) 配管継手と冷媒配管材料について

冷媒配管および継手は下記の冷媒R404Aに対応したものを使用してください。

φd

φA

±2°45°

±2°90°

0.4～0.8R

フレア形状

●継手の選定

継手(エルボ・ソケットなど)の最小厚さは右表に

よります。

●冷媒接続配管肉厚の選定

設計圧力の変更に伴い、冷媒接続配管肉厚が一部変更になります。

これは、JIS B 8607「冷媒用フレアーおよびろう付け管継手」に

より規定された肉厚として右表のように変更となります。銅配管

の場合、材質によっても配管肉厚が異なってきますので、ご注意

ください。

●ろう付け接合部の加工

ろう付け接合部からのガス漏れを防止するため、銅管継手のはまり 

込み深さと配管すき間は右表に従ってください。

B

D A

配管径 D
最小はまり込み深さ

B
すき間 A-D

5 以上 8未満 6
0.05 ～ 0.35

8 以上 12 未満 7

12 以上 16 未満 8
0.05 ～ 0.45

16 以上 25 未満 10

25 以上 35 未満 12
0.05 ～ 0.55

35 以上 45 未満 14

銅管外径 冷媒 R404A 銅管外径 冷媒 R404A

φ 6.35 0.5 φ 25.4 0.95

φ 9.52 0.6 φ 28.58 1.0

φ 12.7 0.7 φ 31.75 1.05

φ 15.88 0.8 φ 38.1 1.25

φ 19.05 0.8 φ 44.45 1.25

φ 22.2 0.9

継手の最小厚さ(JIS B 8607)

配管径

高圧側 低圧側

肉厚 肉厚

Ｏ材 1/2H 材 Ｏ材 1/2H 材

φ 6.35 0.8 0.8 0.8 0.8

φ 9.52 0.8 0.8 0.8 0.8

φ 12.7 0.8 0.8 0.8 0.8

φ 15.88 1 1 1 1

φ 19.05 1.2 1 1 1

φ 22.2 － 1 1.15 1

φ 25.4 － 1 1.3 1

φ 28.58 － 1 1.45 1

φ 31.75 － 1.1 1.6 1.1

φ 38.1 － 1.35 1.9 1.15

φ 44.45 － 1.55 2.25 1.25

φ 50.8 － － 2.55 1.4

冷媒配管用銅管の肉厚

配管径別拡管寸法(JIS B 8607)

呼称
銅配管径

φd

+0
　　　A寸法　　　　　　-0.4

冷媒R404A

1/4 6.35 9.0

3/8 9.52 13.0

1/2 12.70 16.2

5/8 15.88 19.4

3/4 19.05 23.3

(φ19.05では、肉厚1.2tのＯ材を使用してください。)

( 単位 :㎜ )

( 単位 :㎜ )

( 単位 :㎜ )

( 単位 :㎜ )

6.5 冷媒配管工事

留
意
事
項

右表以外の薄肉品は絶対に使用しないでくだ
さい。使用に耐えない場合があります。

留
意
事
項

右表以外の薄肉品は絶対に使用しないでくだ
さい。使用に耐えない場合があります。
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4 	配管接続位置

(1) ユニットクーラーの配管位置

ユニットクーラーの配管接続は背面側にて行い、ろう付けとなります。配管位置については、13ページの「2.2 1

寸法および仕様表」を参照してください。

(2) ユニットクーラーの冷媒出口配管 (ガス配管 )には運転中および停止中に油を溜めるためのトラップが必要で

す。製品付属のオイルトラップを取り付けてください。

(3) ユニットクーラーと冷凍機の配置は、冷凍機を下方にする場合の高低差は 5m 以内、冷凍機を上方にする場合

の高低差は 20m 以内にしてください。また、ユニットクーラーと冷凍機との接続配管長は 100m 以内にしてく

ださい。 

( 高低差・配管長が基準を超える場合は、配管サイズアップなどの特別な処置が必要になることがあります。)

6.5 冷媒配管工事

(4)冷媒出口配管（ガス配管）と冷媒入口配管（液配管）だき合わせ

冷媒出口配管（ガス配管）と冷媒入口配管（液配管）を接触させて熱交換させることは避けてください。これは冷

却器出口過熱度が大きくなるためです。吐出ガス温度の上昇や冷凍機油の劣化などの弊害が生じる恐れがあり

ます。

冷凍機によっては配管施工の許容値が異なります。必ず組み合わせられる冷凍機付属の取扱説明書も併せて参

照してください。
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①冷媒出口配管（ガス配管）では、横走り管中にトラッ

プがあると軽負荷時や停止時に潤滑油や液冷媒が溜

まって好ましくありません。

(5)冷媒出口配管（ガス配管）施工上のご注意

トラップを作らない。

下り勾配(1/250)

下り勾配(1/250)

正しい

誤り

配管中のトラップ

② 冷媒出口配管（ガス配管）の立ち上がりが非常に長

い時は、約5ｍごとに中間のトラップを設けてくださ

い。これは冷凍機油を戻りやすくするためです。

5mごとにトラップ
を設ける

5m以下

蒸 発 器

5m以下

5m以下

Ｕトラップは
極力小さく

圧縮機

冷媒出口配管（ガス配管）の長い立ち上がり

③ それぞれの冷却器からガス配管（主管）へ入る管は、

必ず主管の真上から入れて接続してください。冷却

器が無負荷になった時、主管中の冷凍機油や液冷媒

が冷却器に流れ込むのを防ぐためです。

ガス配管（主管）への接続

真上から入れる

吸入主管

正
し
い

誤
り

圧
縮
機
へ 蒸 発 器

④ 圧縮機が冷却器より下にある場合、停止中に液化し

た冷媒が圧縮機へ落ちるのを防ぐために、冷媒出口

配管（ガス配管）は小さいトラップを通過した後、再

び冷却器上部より高い位置まで立ち上げてから圧縮

機へ向かうようにしてください。

冷却器の出口管の立ち上り

圧縮機へ

蒸 発 器

電磁弁

高い位置まで立ち上げる。

Ｕトラップは
極力小さく。

圧縮機吸入口近くのトラップ

⑤ 圧縮機吸入口の近くにトラップを設けないでくださ

い。停止中にたまった冷凍器油が次の始動のとき、圧

縮機に吸い込まれて、液圧縮される場合があります。

冷却器

冷却器

ガス配管（主管）

冷却器

凝縮器へ

正しい

誤り
圧縮機

蒸発器より冷却器より

6.5 冷媒配管工事
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5  配管接続

(1)ユニットクーラーを現地にて配管接続する際、次の点にご注意してください。

● 工場出荷時は気密確認用窒素ガス (0.1MPa程度 )が封入されています。ピンチ管切断のうえ、封入された窒

素ガスを完全に排出してください。その際、必ず冷媒出口配管 (ガス配管 )側より行ってください。冷媒入

口配管 (液配管 )側より行いますと電磁弁に逆圧がかかり破損する恐れがあります。

● 感温筒を冷媒出口管より取り外し、ろう付けを行ってください。取り外した感温筒は配管接続後、製品付属

の金属バンド (ビス・ナット止め )で取り付けます。(38ページ「 6  膨張弁感温筒の取り付け」の項参照 )

● 製品付属のオイルトラップは、冷媒出口配管 (ガス配管 )先端に接続してください。

● 現地施工配管はユニットクーラーの振動が伝わらないように確実に固定してください。

(2)現地配管を埋設する場合、埋設した配管の途中に継手 (エルボ・ソケットなど )がある場合は接続箇所の点検

が容易になるように点検口などを設けてください。

(3)配管は、地震などの外力によって破損しないよう耐震支持を実施してください。

(4)配管を支持する場合は、熱応力が発生しないよう軸方向に逃げを設けてください。

(5)配管は壁や天井など強度的に弱い部材に接触させないでください。配管振動による異音の原因となります。

警

告

工場出荷時は気密確認用窒素ガスが封入されています。必ず冷媒出口配管 (ガス配管 )側のピンチ管を切断し、封入
された窒素ガスを完全に排出してください。窒素ガスが残った状態で作業すると、配管が吹き飛びケガの原因になり
ます。

ろう付け作業などで火炎バーナーを使用する場合は、周囲の部品をあぶらないようにしてください。爆発・火災・ケ
ガの原因になります。

注
意

ろう付け作業などで火炎バーナーを使用する場合は、周囲の部品に熱が伝わらないように水で濡らした布などで保護してく
ださい。部品の損傷による故障の原因になることがあります。

6.5 冷媒配管工事
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6.5 冷媒配管工事

ろう付け

(6) 配管施工について

●�配管のろう付け作業については、引き渡し後のガス漏れや機器トラブルを防止するため、労働安全衛生法

で定められた溶接技能士資格者、またはガス溶接技術講習会を修了した作業者により確実に実施してくだ

さい。

●�配管を接続する場合、必ず、窒素置換による無酸化ろう付けをしてください。市販の酸化防止剤は配管腐

食・冷凍機油を劣化させるおそれがあるため使用しないでください。無酸化ろう付けを行わないと、膨張

弁などのつまりから圧縮機破損などのおそれがあります。置換ガスは窒素ボンベに減圧弁を取り付け、

0.02MPa程度で流すのが適当です。

窒
素
ガ
ス

減圧弁
(ストップバルブ)

φ6.35パイプ

配管材料

ゴム栓などですき間をふさぐ

窒素ガス

窒素ボンベより

●ろう材は、JIS 指定の良質品を使用してください。フラックスは塩素含有率の低いものを選定してくださ

　い。

●ろう付け作業後のフラックスは完全に除去してください。

留
意
事
項

ろう付け作業の際は、酸化スケールの生成を最小限に抑えるために、適正なろう付け温度で必要最小
限の範囲を加熱するようご留意ください。

ダブルスパナ作業

締付トルク (JIS B 8607)

配管サイズ 締付トルク

φ 6.35(1/4") 14 ～ 18(N・m)

φ 9.52(3/8") 34 ～ 42(N・m)

φ 12.7(1/2") 49 ～ 61(N・m)

φ 15.88(5/8") 68 ～ 82(N・m)

φ 19.05(3/4") 100 ～ 120(N・m)

冷凍機油塗布

●フレア締め付けの前に、フレア加工部に傷・変形・段差・扁平などがないか確認してください。

●フレア締め付けの際は、フレアナット締付前にパイプとフレアのシート面に冷凍機油を薄く塗布して、必

ずダブルスパナで規定の締付トルクで締め付けてください。

●作業後、フレア接続部にガス漏れのないことを確認してください。

(注 )冷凍機油は現地準備品です。メーカー : 出光興産(株) 名称 : ダフニーハーメチックオイル FVC32D)

●冷凍機接続部のフレアナットは必ず JIS B 8607 適合品を使用してください。

フレア締め付け

フレア外面には塗布

しないこと

●フレア接続部に断熱材を巻き、断熱材に水などがかからないように外側からテーピングをして保冷してくだ

さい。また、冷媒配管のそれぞれに別々に断熱材を巻き保冷してください。

●配管を接続の際、途中、配管は適宜固定して壁や天井などの強度的に弱い部材に接触させないでください。

(接触させると配管振動による異音の原因となります。)

フレアナットを締めすぎないでください。フレアナットを締め付けすぎると、経年でフレアナッ
トが割れ、冷媒漏れが発生することがあります。指定の締付トルクで締付けを行ってください。

留
意
事
項

現地配管を埋設する場合、埋設した配管の途中に継手 ( エルボ・ソケットなど ) がある場合は接続箇
所の点検が容易になるよう点検口などを設けてください。
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6 	膨張弁感温筒の取り付け

6.5 冷媒配管工事

7 	冷凍機 1台に複数台ユニットクーラー接続する場合の配管施工

(1) 配管接続完了後、感温筒を元の位置に取り付け、製品付属の金属バンドにて固定してください。取付位置につ

いては以下を参照してください。取り付けが不十分であると正常に動作しない恐れがあります。

①ユニットクーラー冷媒出口配管 (ガス配管 )

に取り付けます。

配管に対して 4時 (120°) の位置に製品付属

の金属バンドで取り付けてください。

②取り付けた後、製品板金に接触していない

ことを確認してください。

③周囲温度の影響を受けないように断熱材を

巻きます。 

( 次ページ「6.6 2 断熱工事」の項参照 )

冷媒入口配管
(液配管 )

冷媒出口配管
(ガス配管 )

冷媒出口配管
(ガス配管 )

感温筒金属バンド

(1) 配管分岐は次の点について注意して施工してください。分配が悪いと一方のユニットクーラーで冷えないなど

の不具合が生じる恐れがあります。

●�配管分岐はなるべくユニットクーラーの近くで行い、Ｔ継ぎ手 (推奨 )を使用し水平に分岐してください。

●�分岐後は各配管の圧力損失を均等にするようにしてください。

●�冷凍機からユニットクーラーまでの配管径はなるべく冷凍機側の径に合わせてください。

●�継ぎ手部にユニットクーラーの振動が伝わらないように、分岐配管を確実に固定してください。

留
意
事
項

配管分岐で継ぎ手を使用する場合は、液圧の過渡的な変化 (液ハンマー )に耐えるものを選定してください。
特に、一部のＹ継ぎ手では、液ハンマーに耐えることができない恐れがあるため、Ｔ継ぎ手を選定してくだ
さい。
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6.6 気密試験

警告
気密試験では、必ず窒素ガスを使用してください。誤って酸素ガス・アセチレンガス・フルオロカーボンなど
のガスを使用すると、爆発および中毒の原因になります。

1 	気密試験実施方法

2 	断熱工事

気密試験の要領は必ず冷凍機付属の取扱説明書を併せて参照してください。

(1) 冷凍サイクルが完成したら、配管の断熱施工の前に「高圧ガス保安法」に基づき装置全体の気密試験を実施し

てください。 

なお、本製品は工場出荷時にて気密試験を実施していますので、製品内の気密試験は省略可能です。

(2)	気密試験前に冷凍機の吸入阻止弁および液出口阻止弁のスピンドルバルブを全閉(時計回りに増し締め）にして

ください。

(3) 本ユニットクーラーの冷媒は R404A です。マニホールドバルブ・チャージホースは冷媒 R404A 専用のものを使

用してください。

(1) ユニットクーラー冷媒出口配管 (ガス配管 )は必ず断熱してください。 

断熱材に水などがかからないよう外側からテーピングしてください。 

( 推奨厚さ：冷凍用 75mm、冷蔵用 50mm)

発泡試験液 製造販売元

ギュッポフレックス 横河商事(株)

液管・ガス管

の両方に

窒素ガス加圧

冷媒配管

工事終了

0.5MPa

5 分間

放置

1.5MPa

5 分間

放置

設計圧力

約一昼夜

放置

圧力
低下
なし

圧力
低下
なし

圧力
低下
なし

いいえ いいえ いいえ

はいはいはい
合格

漏えい箇所調査

大気圧まで減圧修理

基

本

作

業

順

序

(2) 圧力開閉器・圧力計・電磁弁・膨張弁保護のため、設計圧力を超えないようにしてください。また、低圧側圧

力＞高圧側圧力と逆転しますと、逆圧により電磁弁が破損する場合があります。ご留意ください。

(3) 漏れの可能性のある場合は、必ずリークテスターまたは発泡試験液でガス漏れの確認をし、補修してください。

(4) 漏れチェック時に使用する発泡試験液には、化学反応によりアンモニア (NH3）を発生させないものをご使用く

ださい。下表に推奨発泡試験液を記します。また、成分の不明確な一般の家庭用洗剤を発泡試験液として使用

しないでください。

(5) 気密試験後に窒素ガスを抜いてください。

(1) 冷凍機吸入配管・吐出配管のチェックジョイントおよび冷凍機液出口阻止弁のサービスポートより窒素ガス

を封入し、下記にて気密試験を実施してください。

① 0.5MPa まで加圧し 5分間以上放置後、圧力の低下がないことを確認してください。

② 1.5MPa まで加圧し 5分間以上放置後、圧力の低下がないことを確認してください。

③その後に試験圧力まで昇圧し、周囲温度と圧力を記録してください。

④設計圧力値まで昇圧後一昼夜放置、圧力の低下がないことを確認してください。

●周囲温度が 1℃変化すると圧力が約 0.01MPa 変化するので補正してください。

高圧側 低圧側

設計圧力 3.0MPa 1.7MPa

留
意
事
項

真空引き・冷媒封入については組み合わせられる冷凍機付属の取扱説明書に従い、実施してください。
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6.7 ドレン配管工事

送風機・電磁弁・サーモなどの電気品には水をかけないようご注意ください。

注意
ドレンホースは確実に排水するよう、配管してください。不確実な場合は、庫内に浸水し、貯蔵物などを濡ら
す原因になることがあります。

注意
配線は電気ヒーターの発熱部や板金端面、配管に接触しないようにしてください。 
断線・機器損傷の原因になることがあります。

1  ドレン配管工事

2  ドレンヒーターの取り付け (冷蔵用 (中温 )・冷凍用 (低温 )のみ )

(1)ドレンホースの接続
① 製品付属のドレンホースを使用してください。
② 右図のようにユニットクーラーの排水口にドレンホー

スを製品付属のホースバンドで締め (トルク 2.5N・m）
庫外に出してください。庫外には外気の侵入を防ぐた
め Uトラップを約 250mm 必ず設けてください。 
庫内温度により Uトラップ内で凍結を起こさないよう
に注意してください。

③ ドレンホースが短い場合は、ドレンパイプ (25A塩ビパ
イプ )(現地準備品 )を継ぎ足してください。

④ 保守・点検時にドレンパンが開閉可能となるように、ドレ
ンホースを取り外し可能な施工としてください。

(2)保温材 (断熱材 )を巻き付けないでください。また、塩ビ
パイプ（現地準備品 )も保温材 (断熱材 )を巻き付けない
でください。 
ただし、庫内温度が -30℃以下でドレンホース内の排水が
凍結する場合は、ドレンパイプを金属管にして庫内側のみ
保温材 (断熱材 )を巻き付けてください。

(3)ドレン配管は、他の汚水系統・排水系統と直結しないで別配管にしてください。
(4)ドレン配管は、冷媒配管と一緒に固定しないでください。
(5)庫外のドレン配管は、劣化防止のため直射日光が当たらないようにしてください。
(6)排水チェック

吹出口からホースなどで水を入れ、ドレンパン・ドレン配管から水が排出されることを確認してください。

(単位:㎜ )

(1)庫内温度 0℃以下で使用される場合、および寒冷地で冬期運転される場合は、製品付属のドレンヒーター（冷
蔵用（高温）は不付き）を以下のように取り付けてください。

取り付けが不十分であると、ドレン水凍結により排水不良およびドレンヒーター異常過熱により発煙・火災と
なる恐れがあります。
①電気ヒーターをドレンホースの内側に挿入し、庫外側へ出ないよ
うにしてください。標準付属のドレンヒーターは 25W、1m です。
ドレンホースの長さに合わせて、必要に応じて選定してください。 
(ドレンヒーターの長さ違いはオプション品として別売です。)

②ドレンヒーターがドレンホースの内部で重なり、電気ヒーター
同士が接触しないようにしてください。

③ ドレンヒーターのリード線がたわまないように電気箱内に導き、
端子に結線してください。リード線は他電気ヒーターや板金端面、
配管に接触しないようにしてください。

（2）保温材 (断熱材 )を巻き付けないでください。また、塩ビパイプ
　（現地準備品 )も保温材 (断熱材 )を巻き付けないでください。
ただし、庫内温度が -30℃以下でドレンホース内の排水が凍結する
場合は、ドレンパイプを金属管にして庫内側のみ保温材 (断熱材 )
を巻き付けてください。

(3)ドレンヒーターは正規品を使用してください。現地で選定する場合
はユニットクーラーオプション部品よりお選びください。

警

告

ユニットクーラードレン配管は、腐食性ガスなどが発生する排水溝に直接いれないでください。 
庫内に有毒ガスが流入し、中毒などの原因になります。

ドレンヒーターを現地で選定する場合はユニットクーラーオプション品からお選びください。選定・使用を誤ります
と発煙・火災の原因になります。

警

告

ドレンホース、現地施工の塩ビパイプに保温材 (断熱材 )を巻きつけないでください。 
ドレンホース損傷による漏水、ドレンヒーター異常発熱による発煙・火災の原因になります。

ドレンヒーターは折り重ねないようにドレンホースの内側に挿入してください。また、庫外側に出ないようにしてく
ださい。異常発熱により、発煙・火災の原因になります。
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6.8 配線工事

配線工事の要領は必ず冷凍機・コントローラー付属の据付点検要領書を併せて参照してください。

1 	配線容量

ⒶⒼⒿⓁは組み合わせられる冷凍機・コントローラーの取扱説明書・据付点検要領書を参照してください。

(1) ユニットクーラーの配線容量は次ページ表「電気配線容量」により決めてください。ユニットクーラー・冷凍
機間の配線はクーリングシステムコントローラー PUCC・HPUCC付属の据付点検要領書、またはカタログ・技術
資料を参照してください。

警

告

電気工事をするには資格が必要ですので、資格のあるお店に依頼してください。
ご自分で電気工事をされ不備があると、感電や火災の原因になります。

電気配線作業や点検などでサービスカバーを開けるときには電源を完全に切ってから行ってください。感電の原因に
なります。

電気工事をする際には必ず保護具を身に付けてください。感電の原因になります。

電気工事は「電気設備に関する技術基準」「内線規程 (JEAC 8001)( 最新のもの )」および据付点検要領書に従って
施工し、必ず専用回路を使用してください。この据付点検要領書の記載と異なる据付工事をし、電源回路容量不足
や施工不備があると、感電や火災の原因になります。

各ユニット間の配線は所定のケーブルを使用してください。ケーブルの誤選定は感電や火災の原因になります。

漏電遮断器を必ず設置してください。法規 ( 電気設備に関する技術基準を定める省令 ) により設置が定められてい
ます。設置しないと地絡により火災や感電の原因になります。

電源は三相 200V です。異電圧で使用しないでください。火災の原因になります。

留意事項 アース線は製品1台につき1本設けるようにし、渡り配線はしないでください。
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6.8 配線工事

電気配線容量（ユニットクーラー )

馬力 型　式

配線太さ (mm2) 配線遮断器(FFB) 漏電遮断器 (ELB)
電気ヒーター動力回路

制御回路
ⒽⒾ

ｱｰｽ線
Ⓚ

送風機

送風機
ⒷⒹⒻ

電気ヒーター
ⒸⒺ

定格電流 (A) 定格電流 (A) 定格感度電流 (mA)

2

PUA15EE9-E

2.0

―

2.0 2.0 5

― ―

PUA15HE9-E
2.0 10 30

PUA15LE9-E

3

PUA22EE9-E

2.0

―

2.0 2.0 5

- -

PUA22HE9-E
2.0 10 30

PUA22LE9-E

4

PUA30EE9-E

2.0

―

2.0 2.0 5

― ―

PUA30HE9-E
3.5 15 30

PUA30LE9-E

5

PUA37EE9-E

2.0

―

2.0 2.0 5

― ―

PUA37HE9-E
3.5 15 30

PUA37LE9-E

6

PUA45EE9-E

2.0

―

2.0 2.0 5

― ―

PUA45HE9-E
3.5 15 30

PUA45LE9-E

8

PUA55EE9-E

2.0

―

2.0 2.0 5

― ―

PUA55HE9-E
3.5 15 30

PUA55LE9-E

10

PUA75EE9-E

2.0

-

2.0 2.0 5

― ―

PUA75HE9-E
3.5 20 30

PUA75LE9-E

13

PUA90EE9-E

2.0

―

2.0 2.0 5

― ―

PUA90HE9-E
5.5 30 30

PUA90LE9-E



6.据え付け時のご注意

-43-

2 	配線接続位置

(1)ユニットクーラーの端子台部の結線は下図のようになっ

ています。結線の前に、組み合わせる冷凍機を確認して、

配線の取付作業を行ってください。 

なお、端子台端子ねじ部の締付トルクは下表に従ってくだ

さい。

ねじサイズ 締付トルク(N･m)

M4  1.0 ～ 1.3

冷蔵用 (高温 )の結線 冷蔵用 (中温 )・冷凍用 (低温 )の結線

端子台締め付け時のご注意

端子に絶縁テープ

またはスリーブを

取り付けてください。

端子間を離してください。電気箱との距離を

確保してください。
端子ねじ

送風機用
　電動機

操作回路
電気ヒーター

送風機用
　電動機

操作回路

警

告

配線の端子は規定トルクにて確実に締め付けてください。
端子の締め付けが不完全な場合は、端子接続部の発熱・感電・火災の原因になります。

端子接続部にケーブルの外力が伝わらないようにケーブルを確実に固定してください。
固定が不完全な場合は、発熱や火災の原因になります。

6.8 配線工事

留
意
事
項

(1)	配線は必ず記号を合わせて結線してください。

(2)	ユニットクーラー間渡り電源配線は、同一冷凍機・ユニットクーラーに接続されたユニットクーラー間

のみに結線してください。
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6.8　配線工事

3 	配線接続口
7-3配線接続口

 

P.14 
8.試運転
8-1試運転の前に
挿絵：ﾌｧﾝ回転方向

(1) ユニットクーラーの配線接続口を右図に示します。

① 電気箱フタのねじ 1ヵ所を外し、下方にスライドさせて

取り外します。

② 動力配線・制御配線を接続します。

③ 電気箱底面にあるゴムブッシュを通して電気箱外に出してく

ださい。

④ アース線を取り付けてください。

⑤ 電気箱フタを取り付けてください。 

配線がかみ込まないように注意して取り付けてください。

電気箱フタを箱のツメ内部に入れます。

端子台

ねじ

ゴムブッシュ

(機内配線用)

ゴムブッシュ

(現地配線用)

電気箱フタ

留意事項 アース線は製品1台につき1本設けるようにし、渡り配線はしないでください。
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7.1 試運転

1 	試運転の前に

　試運転の前に据え付けに問題がないか、もう一度確認するとともに下記の点も確認してください。

　なお、組み合わせられる冷凍機・コントローラー付属の取扱説明書・据付点検要領書も併せて確認してください。

(1) 冷媒配管と連絡配線は必ず同一冷凍サイクルシステムに接続してください。それぞれ異なった冷凍サイクルに

接続しますと、異常運転となり、機器故障の原因となります。

(2) 電源端子と大地間を DC500V 絶縁抵抗計で測って 1MΩ以上であることを確認してください。1MΩ未満の場合は電

気充電部の絶縁不良ですので、運転しないでください。（コントローラー（操作回路伝送線 )には DC500V を印加

しないでください。）

(3) 電源配線の相が合っていない時は、ファンが逆回転しますので、1次側電源の相を点検し、相の入れ換えを行っ

てください。相の入れ換え作業は、電源を切って実施してください。
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7.1 試運転

2 	試運転

(1) 冷凍機のガス側阻止弁・液側阻止弁が全開になっていること

を確認してください。

(2)元電源(漏電遮断器)を入れ、システムの運転をONにします。

(3) 冷却運転中は送風機に通電されファンが回転 (右回転 )しま

す。以下を確認してください。 

①送風方向は正しいですか。 

( 後方から吸い込み前方へ吹き出します。)

②ファンに異常音・異常振動がありませんか。

(4) ショートサイクル運転の防止

ショートサイクル運転を防止するためには最低限右図の運転パター

ンになるように冷凍機の運転制御を設定してください。
● ショートサイクル運転 (頻繁な起動・停止の繰り返し運転 )をす

ると起動時の油上り量過多により潤滑油不足の原因になります。

さらに圧縮機に繰り返し始動時の大電流が流れ電動機の温度上昇

を起し巻線が焼損する原因になります。

(5) 膨張弁の調整

過熱度は、組み合わせられる冷凍機の使用条件に合わせて膨張弁に

て調整を行ってください。 

①膨張弁下部のシールキャップをモンキーレンチなどで外してください。 

②内部のスピンドルを回転させて調整します。 

　時計方向 (膨張弁の右側 )に回す……過熱度は増加 

　反時計方向 (膨張弁の左側）に回す…過熱度は減少 
● 膨張弁の調整は、ゆっくりと時間をかけて、変化量を確認しながら行って

ください。 

③膨張弁調整後、シールキャップを確実に締め付けてください。 

( 締付トルクは約 4N・m）

(6) 冷却運転を継続して、庫内が所定の温度まで冷却することを確認してください。

(7) 除霜運転中、冷蔵用（高温）は送風機、冷蔵用（中温）・冷凍用（低温）は電気

ヒーターへ通電されます。正常に動作するか確認してください。
● �庫内がまだ冷却されておらず温度が高い場合、ユニットクーラー内部のサーモ(除霜終了・過熱防止)が切値

温度に達しており、送風機や電気ヒーターが入らないということがあります。この場合は、冷却運転を行

い、サーモ入値温度まで復帰させた後、再度確認してください。

(8) 除霜設定

除霜運転により霜が残らないことを確認してください。 

湿気が多い場所、貯蔵物が水分を多く含むなど、着霜が多くなると想定される場合は除霜設定を見直す必要が

あります。 

設定は組み合わせられるコントローラーによります。 

下記の回数を目安にし霜付状態により回数を設定してください。

除霜方式
一日当たりの設定回数

(目安)

一回当たりの設定時間

(目安)

オフサイクル除霜 6 10 ～ 15分

ヒーター除霜 6 40分

運転 停止

5分以上

10分以上

時間

庫
内
温
度

5分以上

　据え付けが完了したら、試運転をしてお客様に引き渡してくだい。

P.14 
8.試運転
8-1試運転の前に
挿絵：ﾌｧﾝ回転方向

ボトムキャップ

例 )WHX 型膨張弁

シールキャップ

(操作しない )

留意事項 試運転準備が完了するまでは電気配線確認などのためにユニットクーラーは絶対に運転しないでください。
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8.1 定期的な保守・点検

　お客様がユニットクーラーを長く安心してお使いできるように定期的な保守・点検をお願いします。

注
意

定期的に保守・点検を実施してください。ユニットクーラーの内部にゴミ・ほこりがたまった場合、ドレン排水経路がつ
まり、水漏れの原因になることがあります。

漏電遮断器は定期的に動作を確認してください。漏電遮断器を故障のまま使用すると漏電のとき作動せず、感電および火
災の原因になることがあります。

保守・点検をする場合、適切な工具を使用してください。工具が適切でないと、機器損傷の原因になることがあります。また、
据え付け・修理は、お買い上げの店または専門業者に依頼してください。

冷却器フィンに直接手を触れないでください。ケガの原因になることがあります。

保守・点検の際に、ベンジン・シンナー・洗剤 (界面活性剤入り )などは使用しないでください。 
腐食による機器損傷の原因になることがあります。

警

告

保守・点検の際は、必ず保護具を着用してください。 
感電・やけど・凍傷・ケガの原因になります。

保守・点検の際は、必ずユニットクーラーの元電源を切ってから作業してください。 
感電およびケガの原因になります。また、元電源を切ってもしばらくは電気ヒーターやドレンパンが高温の場合がありま
す。時間をおいてから作業をしてください。

保守・点検の際は、周囲の安全を確認し、ユニットクーラーに人を近づけないようにしてください。 
部品や工具などが落下するとケガの原因になります。

保守・点検の際に、内部に水やスプレー式の洗剤をかけないでください。 
電気品に水やスプレー式の洗剤がかかると感電および火災の原因になります。

保守・点検の際は、足場はしっかりしたものを使用してください。転倒およびケガの原因になります。また、高所作業
時は転倒・落下とならないように命綱などの保護具を身に付けて十分にご留意ください。

保守・点検の際は、電気部およびコネクターを必ず養生し、水をかけないでください。 
電気ショートによる感電および火災の原因になります。

部品 保全周期目安

ファンモーター 20,000 時間

電磁弁 20,000 時間

サーモスタット 25,000 時間

電熱器 8年

下表の保全周期は保証期間を示すもの

ではありません。
ご使用条件 頻繁な発停の無い、通常のご使用状態であること。

（注）1.左表の保全周期は、製品を長く安心してご使用いただくために、保全行
為または交換行為が生じるまでの目安時間を示していますので、適切な
保全計画（保守点検および部品交換費用の予算化など）のためにお役立
てください。

2.運転状況によっては「保全周期」が異なります。例えば下記の場所でご
使用される場合には、「保全周期」の短縮を考慮する必要があります。

￭温度・湿度の高い場所、またはその変化の激しい場所
￭電源（電圧・周波数・波形歪みなど）や負荷変動が大きい場所
￭振動・衝撃が多い場所

主要部品の「保全周期」の一覧表

部品保全周期

良好な状態でユニットクーラーをお使いいただくため、お客様の行う日常点検（キャビネットの清掃など）以外に専門技術者

による定期的な保守点検を実施してください。

標準的な保守点検に伴う「保全周期」は下表を目安にされると便利です。
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8.1 定期的な保守・点検

4 	ドレンパンの清掃

●ドレンパンを固定しているねじを外し、内側の汚れを布で拭き取ってくだ
さい。

留
意
事
項

ドレンパンは蝶番により背面を軸に片開きします。 
ドレンホースを取り外してから作業してください。

●�ドレンホース・ドレンヒーターの再取り付け

ヒーター除霜機はドレンヒーターがドレンホース内に取り付けられています。お手入れによりドレンホース・ドレ

ンヒーターを再取り付けする場合は据え付け時と同要領とし、排水チェックまで行ってください。 

(40ページ「6.7ドレン配管工事」参照)

P.2
警告文
・貯蔵物にはアンモニアなどの特に強い腐食性ガスを発生させる品物があります。これ
らは必ず密閉容器または食品用ラップフィルムに包んで保管ください。冷却器が腐食
し、ガス漏れとなる原因になります。

・生ゴミは非常に強い腐食性ガスを発生させますので貯蔵しないでください。冷却器が
腐食し、ガス漏れとなる原因になります。

P.8 差し替え

1 	キャビネットの清掃

3 	送風機ファンの清掃

2 	冷却器の清掃

ぬるま湯を含ませた柔らかい布を固く絞って拭いてください

●汚れがひどい場合

中性洗剤をとかしたぬるま湯を柔らかい布にふくませて拭き、その後ぬれた布で洗

剤が残らないようによく拭きとってください。

留
意
事
項

お手入れには柔らかい布を使ってください。力を入れすぎると変形・破損す
る恐れがありますので注意してください。
ベンジン・シンナー・洗剤(界面活性剤入り)などを使うと樹脂部分が変
色・腐食する原因になることがあります。汚れがひどい場合は中性洗剤を
ご使用ください。

●ハケやブラシなどを用いてフィンの目に沿ってほこりや汚れを掃いてください。

留
意
事
項

必ず保護具を着用して作業してください。また、フィンは力を入れすぎる
と変形・破損する恐れがありますので注意してください。

p.6 

p.7 

●�ファンガードを固定しているねじを外し、送風機ファンの汚れを布で拭き
取ってください

留
意
事
項

送風機は電気品ですので水がかからないようにしてください。
羽根部のみを固く絞った布で拭いてください。
水がかかる恐れがある場合は、電気部およびコネクターは必ず養生
してください。
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8.2 故障した場合の処置

1 	サービスカバー

2 	電気箱

　万一、部品が故障に至った場合、または製品に異常がみられる場合は、以下の点検・交換を実施してください。また、

作業をされる場合は技術資料・カタログも併せて参照してください。

　作業完了後は元どおりに組み立ててください。

(1) サービスカバーの取外要領

(1) 電気箱フタの取外要領

手　　　順 使用工具 プラスドライバー

1. サービスカバーを取り付けているねじをすべて外

します。

2. 図のようにサービスカバーを取り外します。

手　　　順 使用工具 プラスドライバー

1. 電気箱フタを取り付けているねじを外します。

2. 図のように電気箱フタをスライドさせて取り外し

ます。
7-3配線接続口

 

P.14 
8.試運転
8-1試運転の前に
挿絵：ﾌｧﾝ回転方向

端子台

ゴムブッシュ

(機内配線用)

ゴムブッシュ

(現地配線用)

ねじ

電気箱フタ

以降は p.49 以降へ掲載ください。

１ サービスカバー

（１） サービスカバーの取外し要領

手 順 使用工具 プラスドライバー

１．サービスカバーを取り付けているねじ

を外します。

２．図のようにサービスカバーを取り外し

ます。

２ 電気箱フタ

（２）電気箱フタの取外し要領

手 順 使用工具

１．電気箱フタを取り付けているねじを外

します。

２．図のように電気箱フタをスライドさせ

て取り外します。

P44 の絵

ねじ

サービスカバー
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8.2 故障した場合の処置

3 	ファンガード

(1) ファンガードの取外要領

手 順 使用工具 プラスドライバー

1.ファンガードを取り付けているねじ（4本）を外し、

ファンガードを取り外します。

３ ファンガード

（３）ファンガードの取外し要領

手 順 使用工具

１．ファンガードを取り付けているねじ（４

本）を外し、ファンガードを取り外しま

す。

４ ドレンパン

（４）ドレンパンの取外し要領

手 順 使用工具

１．ドレンパンを取り付けているねじ(前面)
を外します。

蝶番により開閉します。

ドレンパンヒーター付の機種は配線を取外

したうえで作業します。

２．蝶番とドレンパンを連結しているネジ

を外し、ドレンパンを取り外します。

ねじ

ねじ

ファンガード

4 	サイドカバー

(1) サイドカバーの取外要領

手　　　順 使用工具 プラスドライバー

1. サイドカバーを取り付けているねじをすべて外

し、サイドカバーを取り外します。

５ サイドカバー

（５）サイドカバーの取外し要領

手 順 使用工具

１．サイドカバーを取り付けているねじを

外し、サイドカバーを取り外します。

６ 送風機

ファンガードは･･･

（６）送風機の取外し要領

手 順 使用工具

ねじ

サイドカバー
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5 	ドレンパン

(1) ドレンパンの取外要領

手 順 使用工具 プラスドライバー

1. ドレンホースを取り付けているホースバンドをゆ

るめ、ドレンホースを一時的に取り外します。

2. ドレンパンを取り付けているねじ (前面 )をすべ

て外します。

　　背面にある蝶番により開閉します。

3. 背面にある蝶番とドレンパンを連結しているねじ

を外し、ドレンパンを取り外します。

●ドレパンヒーターが付いている機種（冷蔵用

(中温 )・冷凍用 (低温 )）は、ドレンパンヒー

ターをドレンパンより一時的に取り外してか

ら作業します。

8.2 故障した場合の処置

P34 

7.4 ドレンパン排水口左右勝手変更

ドレンパンは排水口の配置を左右勝手変更できるように、捨て穴を設け、左右を入替えて取

り付けることができます。据付場所の排水経路に合わせて、以下要領で排水口左右勝手変更

を実施してください。

ドレンパン左右勝手変更要領

手 順 使用工具 プラスドライバー

１．ドレンパンを取り付けているねじ（前

面）を全て外します。

背面にある蝶番により開閉します。

２．背面にある蝶番とドレンパンを連結し

ているねじを外し、ドレンパンを取り

外します。

●ドレパンヒーターが付いている機種（冷

蔵用(中温)・冷凍用(低温)）は、ガイド

ステーを取外し、ドレンパンヒーター

をドレンパンより一時的に取り外して

から作業します。

（ドレンパンヒーターの取付け向きは変わ

りません。）

３．ドレンパンの左右を入替えます。

４．手順２を参考にして、背面にある蝶番

とドレンパンを連結させ、本体に取付

けます。

 ドレンパンねじ

ホース
バンド

ドレンホース

ユニット
クーラー

P34 

7.4 ドレンパン排水口左右勝手変更

ドレンパンは排水口の配置を左右勝手変更できるように、捨て穴を設け、左右を入替えて取

り付けることができます。据付場所の排水経路に合わせて、以下要領で排水口左右勝手変更

を実施してください。

ドレンパン左右勝手変更要領

手 順 使用工具 プラスドライバー

１．ドレンパンを取り付けているねじ（前

面）を全て外します。

背面にある蝶番により開閉します。

２．背面にある蝶番とドレンパンを連結し

ているねじを外し、ドレンパンを取り

外します。

●ドレパンヒーターが付いている機種（冷

蔵用(中温)・冷凍用(低温)）は、ガイド

ステーを取外し、ドレンパンヒーター

をドレンパンより一時的に取り外して

から作業します。

（ドレンパンヒーターの取付け向きは変わ

りません。）

３．ドレンパンの左右を入替えます。

４．手順２を参考にして、背面にある蝶番

とドレンパンを連結させ、本体に取付

けます。

P35, P55 

蝶番
ねじ
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6 	送風機

ファンガードは送風機のサービスができるよう簡単に取り外すことができます。

ファンが回転しない場合、または現地漏電遮断器（ELB）が働き発停を繰り返す場合、送風機のリード線を取り

外し、両端に三相200Vを印加してチェックしてください。その場合にファンが回転しない、または絶縁破壊・短絡

があるときは交換してください。

　送風機にはサービス用に中継コネクターを設けています。

(1) 送風機の取外要領

手 順 使用工具
プラスドライバー・ニッパー・スパナ・モンキー
レンチ

1.「 3（1) ファンガードの取外要領」（50 ページ）

に従って、ファンガードを取り外します。

2.「 5 (1) ドレンパンの取外要領」（前ページ）に

従って、ドレンパンを下方に開きます。

3. 送風機用モーターの中継コネクターを取り外しま

す。

4. 送風機を取り付けているねじボルトを外し、送風

機を取り外します。

●φ 400 送風機は送風機のみではなく、モータア

ングルごと交換してください

8.2 故障した場合の処置

留意事項 送風機は冷却器に霜が付き過ぎた場合に動かないときがあります。

P56 

 

【φ300送風機】

中継コネクター
ねじボルト

ねじボルト

送風機

 
P57 

モーターアングル

【φ400送風機】
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(1) デフロストヒーターの取外要領

7  電気ヒーター

　電気ヒーターは各固定金具により固定しています。 

　除霜不良がみられた場合、または電気ヒーターが発

熱しない場合、電気ヒーターのリード線を取り外し、

両端に単相200Vを印加してチェックしてください。

その場合に電気ヒーターが発熱しない、または絶縁破

壊・短絡があるときは交換してください。

デフロストヒーター (背面)

デフロストヒーター
(下面)

ファンガードヒーター

ドレンパンヒーター

端子台
ヒーター

手 順 使用工具 プラスドライバー・ニッパー・ラジオペンチ

1.「

「

1（1）サービスカバーの取外要領」（49 ページ）、 

2（1）電気箱フタの取外要領」（49 ページ）、 

「 4 （1）サイドカバーの取外要領」（50 ページ）

 に従って、サービスカバー・電気箱フタおよびサ

イドカバーを取り外します。

●冷却器下面に配置しているデフロストヒーター

（下面）を取り外す場合は「 5（1)ドレンパン

の取外要領」（51ページ）に従って、ドレンパ

ンを下方に開きます。

2.機内で配線を束ねている配線まとめ (樹脂バン

ド )を外し、当該ヒーターの配線をたどったうえ

で、電気箱内の端子台よりコネクター端子を取り

外します。

8.2 故障した場合の処置

 
配線まとめ
（樹脂バンド）

デフロストヒーター
（背面）　

固定ステー
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手 順 使用工具 プラスドライバー・ニッパー・ラジオペンチ

3. 冷却器にヒーターを固定している針金バンドをラ

ジオペンチで取り外します。

4. サイドカバー側に配置されたデフロストヒーター

用の固定ステーからデフロストヒーターを外しま

す。

5. 管板に設けられた突抜穴に沿ってデフロストヒー

ターをサービスカバー側にスライドさせて取り外

します。

P58 

針金バンド

デフロストヒーター 突抜穴

8.2 故障した場合の処置
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(2) ドレンパンヒーターの取外し要領

手 順 使用工具 プラスドライバー・ニッパー

1.「

「

1（1）サービスカバーの取外要領」（49 ページ）、 

2（1）電気箱フタの取外要領」（49 ページ）に 

従って、サービスカバーと電気箱フタを取り外し

ます。

2.「 5（1）ドレンパンの取外要領」（51 ページ）に従っ

て、ドレンパンを下方に開きます。

3. 機内で配線を束ねている配線まとめ (樹脂バン

ド )を外し、当該ヒーターの配線をたどったうえ

で、電気箱内の端子台よりコネクター端子を取り

外します。

4. ドレンパンに取り付けられたドレンパンヒーター

用のガイドステーを固定しているねじを外し、ガ

イドステーを取り外します。

5. ドレンパンヒーターを固定しているカシメステー

から、ドレンパンヒーターを取り外します。

１．「（１）サービスカバーの取外し要領」

（○ページ）、「（２）電気箱フタの取外

し要領」（○ページ）に従って、サービ

スカバーと電気箱フタを取り外しま

す。

２．「（４）ドレンパンの取外し要領」（○ペ

ージ）に従って、ドレンパンを下方に開

きます。

３．ドレンパンに取り付けられたドレンパ

ンヒーターガイドステーを、固定して

いるねじを外し、取り外します。

４．ドレンパンヒーターを固定しているカ

シメステーからドレンパンヒーターを

外し、取り外します。

8.2 故障した場合の処置

P59 

配線まとめ
（樹脂バンド）

ドレンパンヒーター

P35, P55 

カシメステー
ガイドステー
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(3) ファンガードヒーターの取外要領

手 順 使用工具 プラスドライバー・ニッパー

1.「

「

1（1）サービスカバーの取外要領」（49 ページ）、 

2（1）電気箱フタの取外要領」（49 ページ）に 

従って、サービスカバーと電気箱フタを取り外し

ます。

2.「 5（1）ドレンパンの取外要領」（51 ページ）に従っ

て、ドレンパンを下方に開きます。

3. 機内で配線を束ねている配線まとめ (樹脂バン

ド )を外し、当該ヒーターの配線をたどったうえ

で、電気箱内の端子台よりコネクター端子を取り

外します。

4. ファンガード下部の筐体に取り付けられたファン

ガード用の固定金具を外し、ファンガードヒー

ターを取り外します。

１．「（１）サービスカバーの取外し要領」

（○ページ）、「（２）電気箱フタの取外

し要領」（○ページ）に従って、サービ

スカバーと電気箱フタを取り外しま

す。

２．「（４）ドレンパンの取外し要領」（○ペ

ージ）に従って、ドレンパンを下方に開

きます。

３．ドレンパンに取り付けられたドレンパ

ンヒーターガイドステーを、固定して

いるねじを外し、取り外します。

４．ドレンパンヒーターを固定しているカ

シメステーからドレンパンヒーターを

外し、取り外します。

 

8.2 故障した場合の処置

P59 

配線まとめ
（樹脂バンド）

固定金具

ファンガードヒーター

ファンガードヒーター
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8 	膨張弁

　膨張弁は冷媒入口配管（液配管）とフレア接続され製品内部に配置しています。 

　不冷がみられた場合、または冷凍機の異常停止や冷凍機吸入圧力の異常がみられる場合、試運転と同じ要領で再度

チェックしてください。改善がみられず、原因が膨張弁であることが明確なときは交換してください。

(4) 端子台ヒーターの取外要領

手 順 使用工具 プラスドライバー・ニッパー

1.「 2（1）電気箱フタの取外要領」（49 ページ）に従っ

て、電気箱フタを取り外します。

2. 端子台の裏に配置している端子台ヒーターを取り

出します。

3. 電気箱内で配線を束ねている配線まとめ (樹脂バ

ンド )を外します。

4. 端子台の H4-V2 のねじを外し、端子台ヒーターを

取り外します。

(1) 膨張弁の取外要領

手 順 使用工具 プラスドライバー・ニッパー・スパナ・モンキーレンチ

1.「 1（1）サービスカバーの取外要領」（49 ページ）

に従って、サービスカバーを取り外します。

2. 電磁弁を閉にして冷媒を回収してください。

3. 膨張弁の均圧管フレア部を取り外します。

4. 膨張弁前後のフレアナットをゆるめて膨張弁を取

り外します。

8.2 故障した場合の処置

P61 

 

 
配線まとめ

（樹脂バンド）
端子台ヒーター

ねじ

留意事項
膨張弁（特に感温筒）は配管同様に腐食性ガスにより腐食します。膨張弁よりガス漏れが確認された

場合にはすぐに交換してください。

留
意
事
項

フレアナットをゆるめる際は、膨張弁本体

をフレアナットにスパナをかけ、ゆるめて

ください。

膨張弁

均圧管

均圧管フレア

フレアナット

フレアナット

感温筒キャピラリー管

P61 
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9 	電磁弁

　電磁弁は冷媒入口配管（液配管）とフレア接続され製品内部に配置しています。

システムコントローラーにより発停を指示しても反応しない場合、電磁弁のリード線を取り外し、両端に単相

200Vを印加してチェックしてください。その場合に弁開閉の作動音が聞こえない、または絶縁破壊・短絡があると

きは交換してください。

(1) 電磁弁の取外要領

手 順 使用工具 プラスドライバー・ニッパー・スパナ・モンキーレンチ

1.「 1（1) サービスカバーの取外要領」（49 ページ）、

「 2（1）電気箱フタの取外要領」（49 ページ）に従っ

て、サービスカバーと電気箱フタを取り外します。

2. 電磁弁を閉にして冷媒回収をしてください。

3. 電磁弁 (キャップ )と電磁弁本体を固定している

ねじを取り外し、電磁弁キャップを取り外します。

4. 機内で配線を束ねている配線まとめ (樹脂バン

ド )を外し、端子台 V1-V2 のねじを外し、電磁弁

(キャップ )の配線を取り外します。

5. 電磁弁前後のフレアナットをゆるめて電磁弁本体

を取り外します。

8.2 故障した場合の処置

留
意
事
項

フレアナットをゆるめる際は、電磁弁本体とフ

レアナットにスパナをかけ、ゆるめてくださ

い。

P59 

配線まとめ
（樹脂バンド）

電磁弁本体

電磁弁
（キャップ）

ねじ
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10	サーモ

除霜終了サーモ

過熱防止サーモ

　除霜終了サーモ・過熱防止サーモは製品内部、冷却器配管・管板に

それぞれ固定されています。

　これらサーモの作動温度は調節することはできません。サーモに異

常があり、作動温度になっても反応しなかった場合、サーモのリード

線を取り外し、12ページの「2.1 2 主要部品（5）サーモ」、18・19ページ

の「2.3電気配線図」を参照し、各端子間の導通を確認してください。

作動状況がおかしい場合は、交換してください。

(1) 除霜終了サーモの取外要領

手 順 使用工具 プラスドライバー・ニッパー

1.「

「

1（1）サービスカバーの取外要領」（49 ページ）、 

2（1）電気箱フタの取外要領」（49 ページ）に 

従って、サービスカバーと電気箱フタを取り外し

ます。

2. 機内で配線を束ねている配線まとめ (樹脂バン

ド )を外します。

3. 配管に取り付けてある除霜終了サーモを取り外し

ます。

4. 端子台 T2-T3-T6 のねじをはずし、除霜終了サー

モを取り外します。

8.2 故障した場合の処置

留
意
事
項

￭サーモはその時々の環境温度により接点の方向が変わります。

￭試運転時など、庫内温度や冷却器の温度が除霜終了サーモの作

動値以上の場合、除霜終了サーモが作動しているため、除霜ヒー

ターが通電されません。

￭除霜終了サーモの復帰温度をファン遅延の復帰回路としている

場合、庫内温度や冷却器の温度が除霜終了サーモの作動値以上

となったとき、ユニットクーラーの送風機が運転しません。

P63 

除霜終了サーモ

P59 

 配線まとめ
（樹脂バンド）
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(2) 過熱防止サーモの取外要領

手 順 使用工具 プラスドライバー・ニッパー

1.「

「

1（1) サービスカバーの取外要領」（49 ページ）、 

2（1) 電気箱フタの取外要領」（49 ページ）に 

従って、サービスカバーと電気箱フタを取り外し

ます。

2. 機内で配線を束ねている配線まとめ (樹脂バン

ド )を外します。

3. 管板に取り付けてある過熱防止サーモを取り外し

ます。

4. 機内で配線を束ねている配線まとめ (樹脂バン

ド )を外し、端子台 T1-T4-T5 のねじを外し、過

熱防止サーモ（配線）を取り外します。

8.2 故障した場合の処置

過熱防止サーモ

P59 

 配線まとめ
（樹脂バンド）
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11	ドレンヒーター

(1) ドレンヒーターの取外要領

8.2 故障した場合の処置

手 順 使用工具 プラスドライバー

1.「

「

1（1) サービスカバーの取外要領」（49 ページ）、 

2（1) 電気箱フタの取外要領」（49 ページ）に 

従って、サービスカバーと電気箱フタを取り外し

ます。

2.「 5（1）ドレンパンの取外要領」（51 ページ）に従っ

て、ドレンパンを下方に開きます。

その際に、ドレンホースを取り付けているホース

バンドのねじをゆるめ、ドレンホースを一時的に

取り外します。

3. 端子台の T5-V2 のねじをはずし、ドレンヒーター

を取り外します。

ホースバンド

ドレンヒーター ドレンパン

ドレンホース
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9.1 故障診断

電気部品の点検を始める前には、運転操作スイッチを運転停止 (OFF) の位置にし、必ずすべての電源スイッチを切ってください。

項番 点検項目 点検方法

1 電源のブレーカーが切れていない

か。

ブレーカーの 2次電圧をテスターにより調べる。

2 配線のゆるみや誤配線はないか。 端子台の結線誤りがないか、接続している端子番号を現地配線に照ら

し合わせ、確認してください。

3 コントローラーの電源が通電され

ているか。

￭ コントローラーの配線に誤りがないか、接続している端子番号を確

認してください。

￭ コントローラーの電源ブレーカー 2 次電圧とヒューズの導通をテス

ターにより調べる。

1 	電源・結線の点検

ユニットクーラーの作動に異常がある場合は、まず下記チェックを行ってください。



9.製品の様子がおかしいときの処置

-63-

9.1 故障診断

●送風機が回転しない。電気ヒーターが発熱しない。

★ヒューズの溶断・ブレーカーの作動の場合は過電流が流れた原因についても調査し、処理する必要があります。

作動状況 原因 調査内容
処理・対策

（電源を切って実施）

停電・電源入れ忘れ(ユニットクーラー) テスターで電源測定
電源の回復を待つ。
電源を入れる。

ユニットクーラー
送風機用
ブレーカーの作動

配線間の短絡 配線被覆の割れを調査
短絡を除去したあとブレーカーを
入れる。

配線の地絡(アース) 絶縁抵抗を測定

ユニットクーラー送風機用電動機
の故障

線間抵抗・絶縁抵抗を測定
送風機を交換したあとブレーカー
を入れる。

コントローラー側
の操作回路用
ヒューズの溶断

配線間の短絡 配線被覆の割れを調査

短絡を除去したあとヒューズ交換

操作回路地絡(アース) 絶縁抵抗を測定

ドレンヒーター・端子台ヒーター
の故障

線間抵抗・絶縁抵抗を測定
ドレンヒーター・端子台ヒーター
交換およびヒューズ交換

ユニットクーラー
電気ヒーター用
電源ブレーカー
の作動
(中温・低温のみ)

配線間の短絡 配線被覆の割れを調査

短絡を除去したあとブレーカーを
入れる。

配線の地絡(アース) 絶縁抵抗を測定

ユニットクーラー電気ヒーターの
故障

線間抵抗・絶縁抵抗を測定
電気ヒーターを交換したあとブレ
ーカーを入れる。

誤結線
ユニットクーラー・冷凍機・コントローラーの据付点検要領書または
取扱説明書を参照して結線をチェックし、誤りがあれば直す。

運転しない場合 ユニットクーラー電源供給不良

2 	故障診断

作動状況 原 因 調　査　内　容
処理・対策

（電源を切って実施）

ユニットクーラー
送風機が停止しな
い。
●冷却運転停止時

●除霜運転時
　（中温・低温のみ）

ユニットクーラー
送風機用電磁接
触器の故障

電磁接触器の
コイル断線

コイルの抵抗値を測定

異常のときユニットクーラー送風
機用電磁接触器を交換

電磁接触器の
接点溶着

電源 OFF 時、接点の導通を確認

コントローラープリント基板の
故障

電気ヒーター ON 時、電磁接触
器への出力を確認

異常のときプリント基板を交換

ユニットクーラー
電気ヒーターが
発熱しない。

ユニットクーラー
電気ヒーター用電
磁接触器の故障

電磁接触器の
コイル断線

コイルの抵抗値を測定
異常のときヒーター用電磁接触器
を交換

ユニットクーラー電気ヒーター用
操作回路配線のゆるみ・外れ・誤
配線

接続状態の調査
（ゆるみ・外れ・誤配線）

ゆるみ修復・接続位置修正・誤配
線修正

除霜終了サーモ・過熱防止サーモ
の故障

温度における接点導通確認 異常のとき交換

その他の異常運転の場合
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9.1 故障診断

作動状況 原 因 調　査　内　容
処理・対策

（電源を切って実施）

機械は運転して

いるが、冷却効

果が悪い。

庫内側負荷が冷却能力より大き

い。
熱負荷計算をする。 機械の容量を大きくする。

低圧側圧力が

低すぎる。

ガス漏れまた

は冷媒量不足

ユニットクーラー冷却器出口

過熱度調査
ガス漏れ調査後正規冷媒量封入

ユニットクー
ラー膨張弁の

過熱度調整不

良

ユニットクーラー冷却器出口

過熱度調査

ユニットクーラー膨張弁の過熱度

調整 (25・26 ページ )

冷媒配管径細

すぎまたは長

さ過大

現地配管測定 冷媒配管を正規に直す。

冷凍機逆止弁

の誤作動

冷凍機逆止弁前後で温度差があ

る。
冷凍機逆止弁の交換

冷凍機液阻止

弁が閉まりぎ

み

冷凍機液阻止弁が全開か確認 冷凍機液阻止弁を全開にする。

ユニットクー

ラー温度式膨

張弁の故障

つまりがあるか調査 つまりを除去する。

ユニットクー
ラー電磁弁の

ストレーナー

部のつまり

電磁弁前後で温度差がある。
ユニットクーラー電磁弁のスト

レーナー部のつまりを除去する。

低圧側配管

つまり
温度差があるか調査する。 つまりを除去する。

ユニットクー

ラーの冷却器

を通る空気の

量が少なすぎ

る。

ユニットクーラーの冷却器に

多量のほこりが付着
除去する。

ユニットクーラーの冷却器に

多量の霜が付着

除去する (強制除霜運転を実施 )。

除霜設定を見直す。

ユニットクーラーの空気吸込口

または空気吹出口をふさいでい

る。

除去する。

ユニットクー

ラーの冷却器

を通る空気の

温度が低すぎ

る。

ユニットクーラー送風機の回転

不足
送風機交換

ユニットクーラーで風がショー

トサーキットしている。
ショートサーキットを除去する。

庫内が冷えない場合
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9.1 故障診断

作動状況 原 因 調　査　内　容
処理・対策

（電源を切って実施）

機械は運転して

いるが、冷却効

果が悪い。

高圧側圧力が

高すぎる。

冷凍機凝縮器

を通る空気の

量が少なすぎ

る。

冷凍機凝縮器に多量のほこりが

付着
除去する。

冷凍機凝縮器の空気吸込口また

は空気吹出口をふさいでいる。
除去する。

冷凍機のサービススペース不足 サービススペースを確保する。

ユニットクーラー送風機の回転

不足
ユニットクーラー送風機交換

冷凍機凝縮器

を通る空気の

温度が高い

冷凍機で風がショートサーキッ

トしている。
ショートサーキットを除去する。

冷凍機の付近に他の熱源がある。 熱源を除去する。

冷媒封入量

過多
サイクル温度を調査 正規冷媒量を封入

不凝縮ガスが

サイクル内に

混入

雰囲気温度と圧力の関係を調査 真空引き後、冷媒再封入

高圧側冷媒配

管のつまり
つまりがあるか調査 つまりを除去する。

低圧側圧力が

高すぎる。

冷凍機バイパ

ス電磁弁の故

障

冷凍機バイパス電磁弁漏れがあ

るか調査
冷凍機バイパス電磁弁の交換

庫内温度が高

すぎる。

庫内温度がユニットクーラー使

用範囲内であるか確認

予冷装置を用いて庫内を使用温度

内まで冷却する。

伝送異常

コントローラ
ー～冷凍機間

伝送異常

アラームコード「03」を表示し

ているコントローラーを調査
コントローラーの据付点検要領書
または取扱説明書を参照して調査

し、調査結果により処置する。コントローラ

ー電源供給不

良

表示灯・リモコン液晶表示の点

灯していないコントローラーを

調査

庫内が冷えない場合
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異音がする場合

作動状況 原 因 調　査　内　容
処理・対策

（電源を切って実施）

機械は運転してい

るが、異音を発生

している。

ユニットクー
ラー送風機か

らの異音

送風機内部の
摩耗・破損

ユニットクーラー送風機内部の
異音を確認

異常のとき送風機を交換プロペラファ
ンがベルマウ
スやアンクル
に接触

ユニットクーラープロペラファ
ンが曲がっていないか、接触痕
がないかを確認

各部締付ボル
トのゆるみ

ユニットクーラー各部締付ボル
トのゆるみを点検

増し締めをする。

ユニットクーラーキャビネッ

トの振動

ねじのゆるみ調査 増し締めをする。

ドレンパンヒーターの固定ゆる

み・脱落の有無を調査

異常のとき再固定する。または 

ドレンパン交換

ユニットクーラーの冷却器を
通る空気の風切音

ユニットクーラーの冷却器に多
量のほこりが付着

除去する。

ユニットクーラーの冷却器空気
吸込口または空気吹出口をふさ
いでいる。

除去する。

ユニットクーラーのサービスス

ペース不足
サービススペースを確保する。

冷凍機圧縮機

からの異音

据付または

組立不良

冷凍機各部締付ボルトのゆるみ

を点検
増し締めをする。

液圧縮
冷凍機吸入ガス温度・吸入ガス

圧力を調整

冷凍機吸入ガススーパーヒートを

確保する。

圧縮機内部の

磨耗・破損
冷凍機圧縮機内部から異音発生 冷凍機圧縮機交換

コントローラー電磁接触器の

うなり
接点の荒れを調査 コントローラー電磁接触器の交換
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漏水する場合

異臭がする場合

作動状況 原 因 調　査　内　容
処理・対策

（電源を切って実施）

ユニットクーラ
ーの吹出口から
異臭がする。

ユニットクーラーの冷却器を通
る空気のにおいが臭い。

ユニットクーラーの付近に異臭

源がある。
異臭源を除去する。

ドレンパンに異臭源が蓄積 ドレンパンの状態確認 ドレンパンの清掃

ユニットクーラーの電気部品

が焼損
発煙・発火がないか確認 異常のとき電気部品交換

作動状況 原 因 調　査　内　容
処理・対策

（電源を切って実施）

ユニットクーラー
の吹出口から水飛
びする。

ユニットクーラ
ーの冷却器の
異常着霜

デフロスト
ヒーターの
故障

線間抵抗・絶縁抵抗を測定
ユニットクーラーデフロストヒー
ターを交換

ユニットクーラ
ーファンガード
の異常着霜

ファンガード
ヒーターの
故障

線間抵抗・絶縁抵抗を測定
ユニットクーラーファンガードヒ
ーターを交換

ユニットクーラーの冷却器を通る
空気の湿度が高い。

ユニットクーラーの付近に加湿

源がある。
加湿源を除去する。

コントローラーファン遅延制御の
動作不良

除霜終了時、ファン遅延動作時
間を確認

異常のときコントローラープリン
ト基板を交換

ドレンパンから水
が溢れる。

ユニットクーラ
ードレンパン排
水口の凍結

ドレンヒータ
ーの故障

線間抵抗・絶縁抵抗を測定
ユニットクーラードレンヒーター
を交換

ドレンヒータ
ーの施工不良

施工状態を確認
ユニットクーラー据付点検要領書
に従い再施工

ドレンヒータ
ーの長さ不適

施工状態を確認
ドレンヒーターの長さ違いを再取
り付け

ドレンパンヒ
ーターの故障

線間抵抗・絶縁抵抗を測定
ユニットクーラードレンパンヒー
ターを交換

ドレンホースのつまり つまりがあるか調査 つまりを除去する。

ドレンホースから
水が漏れる。

ドレンホースの損傷 ドレンホースの損傷の有無確認 ドレンホースを交換する。

ホースバンドの締付不足
ホースバンドの締め付けゆるみ
確認

増し締めをする。

9.1 故障診断
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10.1 ドレンヒーター

1 	部品設定一覧

部品型式
ヒーター容量

（W）

ヒーター部全長 L

（m）

DH-06W3 15 0.65

DH-10W3 25 1.0

DH-20W3 50 2.0

DH-40W3 120 4.0

DH-60W3 180 6.0

（注）リード線長さはすべて 1m です。

　ドレンヒーターは、ドレンホース（ドレンパイプ )内のドレン水凍結を防ぎ、排水口を塞がないようにするため

のものです。

ドレンパイプの長さに合わせてドレンヒーターの長さを選定する必要があります。
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10.2 除霜ダンパー・吸込みフード

1  部品設定一覧

(注) 同一庫内に複数台使用する場合は同時に除霜を行ってく
ださい。

型式

項目
UD-2S2 UD-3S2 UD-4S2 UD-5S2 UD-6S2 UD-8S2 UD-10S2 UD-13S2

適用型式
PUA15HE9-E
PUA15LE9-E

PUA22HE9-E
PUA22LE9-E

PUA30HE9-E
PUA30LE9-E

PUA37HE9-E
PUA37LE9-E

PUA45HE9-E
PUA45LE9-E

PUA55HE9-E
PUA55LE9-E

PUA75HE9-E
PUA75LE9-E

PUA90HE9-E
PUA90LE9-E

キャビネット アルミニウム

電源 単相200V

ダンパー
ヒーター

kW 0.053 0.053 0.096 0.096 0.096 0.112 0.181 0.181

質量 kg 3.1 4.0 4.8 5.7 6.4 8.2 11.1 12.2

寸
法

a mm 425 480

b mm 331 386

c mm 149 197

d mm 152 252

e mm 122 130

f mm 200 302

　除霜ダンパー・吸込みフードは、除霜運転時に庫内の温度上昇を防止するためのオプション部品です。

　除霜ダンパー・吸込みフードは電気ヒーター除霜（冷蔵用 (中温 )・冷凍用 (低温 )) 専用です。

吸込みフード

除霜ダンパー

空気吹出
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10.2 除霜ダンパー・吸込みフード

2  取扱要領

　以下要領で除霜ダンパー・吸込みフードを取り付けてください。

(1) 除霜ダンパー

手 順 使用工具 プラスドライバー

　【取り付け】

1. ファンガードを取り付けているねじを外して、

ファンガードを取り外します。

2. ドレンパン前面を固定しているねじをゆるめま

す。（取り外しません。）

3. 吊金具下部のねじを外します。

4. 除霜ダンパー下部板をドレンパンの内側に差し込

み、手順 3 で外したねじ穴に合うように除霜ダン

パー位置を調整し、ねじで取り付けてください。

5. 手順 2 でゆるめたねじを締めなおし、確実に固定

されていることを確認してください。

ねじ

ファンガード

ドレンパンドレンパンドレンパンドレンパンドレンパン

ねじ

ねじねじ

ねじ

 吊り金具

（ゆるめない）

除霜ダンパー除霜ダンパー除霜ダンパー

除霜ダンパー

ドレンパンの内側に差し込みドレンパンの内側に差し込みドレンパンの内側に差し込み

ドレンパンドレンパンドレンパン



10. オプション部品

-71-

手 順 使用工具 プラスドライバー

● UD-10S2、UD-13S2 では除霜ダンパーを分割形状

としています。取付穴は共用となりますので、

共締めとしてください。

【電気配線】

6. 除霜ダンパーの電気ヒーターのリード線は除霜ダ

ンパー内を這わせ、電気箱内部へと取り回します。

7. 端子台の V2-T5 のねじをゆるめ、除霜ダンパーの

電気ヒーターのリード線を取り付けてください。

8. 除霜ダンパーが分割されている場合、各ダンパー

のヒーターリード線を途中閉端接続子で継いでく

ださい。配線長さが不足した時は延長してくださ

い。配線接続した部分は防水テープなどで防水処

理を実施してください。

P74 

ねじ

共締め共締め

取付図（例：10馬力機）

除霜ダンパー

リード線リード線

電気箱

リード線取出口リード線取出口

10.2 除霜ダンパー・吸込みフード
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10.2 除霜ダンパー・吸込みフード

(2) 吸込みフード

手 順 使用工具 プラスドライバー

【取り付け】

1. サービスカバーおよびサイドカバーを固定してい

るねじ（背面のみ）を取り外します。

　（カバーは取り外さない）

2. 吸込みフードの取付穴を、サービスカバーおよび

サイドカバーの取付穴と合わせ、ねじで固定しま

す。

●吸込みフード上部のねじ止めスペースがない場

合は、吸込みフード付属の取付金具を使用して、

現品合わせで穴追加を実施のうえ、取り付けて

ください。

ねじ

ねじねじ

サービスカバー サイドカバー

ねじねじ
吸込みフード

吸込みフード

冷却器

5mmタッピンねじ

(製品付属)

5mmタッピンねじ

吸込みフード

取付金具取付金具
（製品付属）

M4皿ねじ

（製品付属）

取付図（例：10馬力機）

留
意
事
項

現地で穴追加をする際は、冷却器を損傷させな

いようにご留意ください。
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